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「テーマ学習」報告集

～第2集～

筑波大学附属駒場申・高等学校

数務部。研究部

‡ ばじめに

完全学校5日制が2002年度より実施される。そ・れに合わせて教育課程も大幅に変更される予定

で，その基本方針について検討を進めている教育課程審議会の最終答申が，1998年夏に由された。

そこにはいくつかの特色が見られるが，そのひとつに，小・中・高いずれにも「給食的を学習の

時間」を導入することが挙げられる。これは，棟々をテーマについて，教科等の枠を超えた横断

的・絵合的な学習をより円滑に実施するために設けられた時間であり，各学校が創意工夫を生か

して特色ある教育活動を展開できるように設けられたものでもある。この時間を通して，自ら学

び自ら考えるカをどの「生きるカ」をはぐくむことを目指している。

本校では，1993年皮より中学3年生を対象として「テーマ学習」を実施している。

「テーマ学習」の目的は，中高一貫で高校受験がないという本校の特色を生かす一つの試みと

して，次の2点を重視した学習活動である。

① 既存の教科では必ずしも包摂できない分野や内容をも含めた諸領域での学習活動

② 自らが選択したテーマを少人数で主体的に探求する学習活動

これは，現学習指導要領で中学に選択科目が大幅に導入されたことを契機に，給食学習検討委

員会が設置され，そこで検討され実施に至ったものである。現在，本校教育課単に過当たり2時

間配当されている。（次ページの本校教育課程表を参照）

そして，スタートしてから95年皮までに実施された3年間分の内容については，すでに「テー

マ学習報告集」（95年皮作成）にまとめた。

実施当初は，講座を担当する教官の側も試行錯誤であったが，年を重ねて徐々に実践に磨きが

かかってきたといえるだろう。また，運営面でもスムーズに行えるようにをってきた。

そこで本集（テーマ学習報告集第2集）では，・その後の2年間（96～97年度）に実施された内

容を中心にまとめ，実施してからの5年間を稔括する。具体的な内容は，次の通りである。

Ⅱ章では，テーマ学習実施の概要について述べる。実施形態は，この5年間で変更されていな

いので，前条と重複する部分が多いが，最新の97年皮に実施された際の資料を添付する。
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Ⅲ，Ⅳ章では，96，97年度に実施されたテーマ学習の個々の内容について，評価も含めて掲載

する。

Ⅴ章では，97年度に学習した生徒を対象としてアンケートを行ったが，その集計結果について

報告する。

Ⅵ章では，今後の課題について述べる。

中 学 校 教 育 課 程

教 科 等 1 年 2 年 3 年 計

国 語 5 4 4 13

社 会 4 4 2 10

数 学 3 4 4 11

理 科 3 3 4 10

音 楽 2 2 1 5

美 術 2 2 1 5

保 健 体 育 3 3 4 10

技 術・家 庭 2 2 2 6

外国語（英語） 4 4 4 12

テ
ーマ学習 0 0 2 2

道 徳 1 1 1 3

特 別 活 動 1 1 1 3

合 計 30 30 30 90

学 校 数 盈 2 2 2 6

（備考）

1．表の数字は，過当りの授業時数を示している。

2．特別活動の各学年1は，学級活動を行う。

3．学校数蚤で実施する内容は当面，学校が必要と認めた学習活劾をおこなう。

4．テーマ学習は，少人数別の，教科に枠にとらわれない課慈・分野の学習活動を行う

96年皮以降も，引き続き「テーマ学習」を実施している。そのねらいは同じだが，実施形態が

多少変更になった。それは，これまで毎週連続2時間実施となっていたものを，隔週土曜日連続

4時間実施とした。このことにより例えば，半日を優って校外に出てフィールドワークを行った

り，外部から講師に来てもらって講演をしてもらったり等の学習活動も実施しやすくなったと考

えられる。つまり，形態の変更に伴い，内容が発展的に変容することをねらっている。そ・の評価

は，今後の実践に待つことになるが，当然，これまでの5年間の蓄積が基になるはずである。そ

の意味でも，これまでの5年間を鎗括することは重要であると考え，第2集を刊行するに至った。

次はまた，新しい形態のテーマ学習についてもある程度まとまったところで，第3集を刊行し

たいと考えている。それは，さらに次の教育課程の「給食的な学習の時間」の実践についての貴

重な資料となるはずだからである。

今後の本校の「テーマ学習」を発展。充実させていくためにも，多くの方々からのご指導，ご

批判をいただければ幸いである。
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旺 テーマ学習実施の概要

1．「テーマ学習」実施要領（1992年12月作成，1993～1997年度実施）

エ」名盤色艶藍

名称は「テーマ学習」とする。ただし，関連する教科として，担当者の所属する教科名を通知

表および指導要領に記敬する。

法の槍桑 斗の係わⅡ．「テーマ学習」の内容・

（1）「テーマ学習」の趣旨

中高一貫で高校受験がか、という本校の特色を生かすひとつの試みとして，次の2点を重

視した学習活動を考える。

・既存の教科では必ずしも包摂できない分野や内容をも含めた諸領域での学習活動

・自らが選択したテーマを少人数で主体的に探求する学習活動

（2）「テーマ学習」の内容

事前に掲示された複数の講座より，1つか、し2つの講座を選択し，担当の教官の指導の

もと，その講座の掲げるテーマを学習する。

（3）講座の実施形態

①過当たり連続2時間で半年間の実施を基本型とし，担当者は同一のテーマで前期・後期の

2回にわたり実施する。ただし，通年での実施も可能とする。

②生徒は，前期・後期で異なる講座をそれぞれ1つ選択する。通年実施の講座については1

つだけ選択する。

⑨1講座の人数は，原則として15名以上とする。

（4）講座。担当者と教科の関連

①各教科は，可能を限り1講座は開講する。

（彰複数の教科に係わる講座や教科外の内容を含む講座の開講も可能とする。

③講師が担当する講座の開講も可能とする。

④1講座の担当者は1名を基本とする。ただし，複数での担当も可能とする。

（5）開講する講座の決定方法

①1月当初に，各教科は開講する講座数を決定し，教科の稔持ち時数を明確にする。

②各教科ほ，講師時数が確定した後，講座のテーマ，担当者，開講期間，開誇可能人数を教

務に提出する。（各教科での担当授業決定時）

③教務はそれらをもとに調整を行い，時間割作成上可能な講座を決定する。

④講座数は6をめやすとする。

⑤時間割作成上，担当不可能な者が事前に明らかな場合は，その者は予め担当者の対象とは
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しない。

⑥時間割作成時に開講不可能な講座が生じた場合は，その担当者の所属する教科内で講座

（テーマおよび担当者）の変更を行うものとする。

塾エ」監藍二度底辺盈去

次の要領で評価を行い，通知表および指導要録に記載する。

①評定は誇座ごとに，ABCの3段階評定で行う。（学年末5段階評定は行わない）

②評定は基本型の場合ほ前期・後期の2回，通年実施の場合は1回行う。

③通知表および指導要録にほ，講座の担当者の所属する教科名とその評定を記載する。

数」豊後毀濃艶立法

次の要領で講座の選択決定を行う。

①4月当初の授業時に，教務主催で生徒向けガイダンス（担当者による講座の内容説明）お

よび選択希望調査を行う。

②選択希望調査では，第4希望まで調査する。

⑨担任団は次の授業時までに，選択希望調査をまとめ，その結果をもとに調整を行い，前期

および後期の全生徒の選択状況一覧を作成する。

④担任団は，

Ⅴ．・その

選択状況を担当者と全生徒に知らせ，選択状況一覧を教務に提出する。

（1）略

（2）略

（3）実施後の諸問題への対処

①実施後に，Ⅰ～Ⅴの内容で実施上の支障が生じた場合は，その内容を再検討する。

②実施後1年以上経過した時点で，校内研修会等でその内容を反省，検討し，その後の指導

に役立てる。
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2．1997年度の年間スケジュール

（1）担当教科・担当者の決定（2月中）

（2）担当者の実施内容（生徒用資料）の作成と生徒への配布（4／8，ノ10）

ヰ 資料1参照

（3）テーマ学習ガイダンス（オリエンテーション）（4／15）

（分担当者による学習内容の説明（プレゼンテーション）

（彰希望調査

（4）選択の決定と発表（4／19）

（‘5）講座実施

①前期 4／22～10／7 評価提出（12月中旬）

（参後期10／21～3／3 評価提出（3月中旬）
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資料1－（1）

『テ ー

≠謁ア学習』 オ リ ここ ンテー シ′ ヨ こ／

ま3；10～13：30 テーマ学習について
13：30～ユ4：30 各講座の実施内容の説明

区分 教科 テ ー マ 名 担当 者 人 数 教 室 前期 後期

A 国語 歌舞伎 鈴木信先生 ～10 221，オーフ○ン○ ○

B 社会 戦後史を学び審く 宮崎先生 ～15 233 ○ ○

．C
社会 戦後日本社会の変遷 ／Jヽ渾富先生10～15 223 ○

D 社会 環境問題に取り組む 大野先生 15名程 地理窒 ○

E 数学 数学を創ってみよう 的野先生 15名程 213，C，S． ○

F 数学 「カール才。がtプレイ」を読む 井上先生 ～15 213

．0

G 理科 地球探検～イヒ石と鉱物 高橋先生 ～15 地学教室 ○ ○

H 体育 スポーツトレーニング 合田先生 ～16 トレーニンタ′窒○ ○

‡ 美術 絵巻物を制作する 土井先生 ～15 糞荷室 ○ ○

J 英語 英語でコミュニケ∴ション 寺田先生 10～15 LL教室 ○

K 英語 本物の英語に触れてみよう 鈴木文先生 10～15 Z31 ○

前期ほ4月～10月、後期は10月～3月とします。

＊C，E，Jは前期のみ、D，F，Kは後期のみ開講されます。

14：30～ま5：00 希望調査
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資料1－（2）

『テーマ学習』テーマ別実施内容

1997．3．10

A テ‾マ名凝如軋

当
名

抱
者 仲冬絹L．ネ

寵
数

可
人

／び各節娩、

施
婁

英
数

〆＿叔教室之之／か7子ル、ヾ代

田特別教茎（ごチ才楓呵）
問

口 前期のみ

ロ 後細のみ

由′′前期・後期

口 通年

容

七瑞。言草各施し碑郎畠技芸．’＝こげ絡青ま号．毒物鮎
ん

エフのかケや小かろ。

…隻竺．ニ吏三遷．二冬二重蔓些ヱ…阜ヱ…ぞこ浸き細工季
るバ

■l■●■■．■■■－■■一■■－●■一一d■■■■■■●■■●■t■一■■■■■l▲■t■t■一－t●■lI ■■－－

……旦虹．皇鳥二三こ．．婆漫ご麹唆三食メェムご．責エ…………＿＿＿……＿．

……選三三：∴食乳竺二望真冬二妓上旦ヱエ互＿旦竺エ．上●空＿教主洩三……モセkいた。

．＿．＿＿＿生田．ヱ旦二丈ユニヱ∴磨獲三上＿＿二欒避卓二卓二うヱ生三選生＿＿……＿＿＿
女。練弓．も嶺ぞも、る与いた－、。
ふ輯、

ア
し

キ店え．て咋と苛阜励・確11家碑の二郎ぺ・ゼもぅづキュふ

…＿＿三女ノニ＿竺∴如＿．セ竺j娼冬空坐．聖餐上之至
…＿遽妓三重＿真冬工埜望ニュ連理ヱ

も，
一●■一l●■●●●■■t●一●■●一●t■■●■■t●■●－■■■●■●■■▲■・－■●■■■■t■t■●●一一一●■t■t●●◆▲■■■●●■－‘■■■■－t■■■●■■い－tl■一■●t●■■－t■■●

・3月24日（月）までに大野まで浸出して下さい。

・4月10日に新中3にこの内容を配布しヾ 4月15日にオリエンテーションと希望滑空をします。

・前期は9月まで後期は10月からとし、それぞれ2時間×13程度の授業があります。
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資料2－ ＝）

平成9（1997）年度
1997。4。ユ4

日課係

テーマ学習担当の先生方へ 大野 新

◎明日（4月15日）午後オープンスペ～スにてテーマ学習のオリエンテーションを

開きます。できるかき、り13‥10にご集合下さい。

オリテ予定

13：10 開始

係よりテーマ学習設定のねらい，選択についての注意説明

13：30 担当者説明

にJ

O

5

0

5

ハU

5

0

5

0

3

月4

一
パ
ー

にJ

5

0

0

1

1

2

A 毒令木信

B 宮崎

C 小澤富

D 大野

E 駒野

F 井上

G 高橋

H 合田

工 土井

J 寺田

K 鈴木文

1人（5分）厳守

資料を配布される場合や，

機器ご使用の場合は

事前にご連絡下さい。

（井上先生は授業のため，5，6校時の問に説明。従って順序入れ換える場合あり）

卜…
説明終了，生徒の希望調査

終了

※なお，希望調査は，集計後来週月曜日までに受落着を決定しご連絡します。
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資料2－（2〉

テー 一軍学習野希望霊夢圏適用紙

線 番 氏名

区分 教科 テ ー マ 名 担当者 人数 教 室 希望順位

A 国語 歌舞伎 量鈴木紙生～10 221，オープン
B 社会 戦後史を学び魯く 宮綺発生 ′～15 233 蔓
C 社会 戟後日本社会の変遷 パヽ渾窓先生 10～ユ5 223 蔓
D

l

社会 環境問題に取り組む 蔓大野先登15名程

書

鯛重 量
E
事
数学 数学を創ってみよう 駒野先生 15名程 213，C．S．

ぎ 数学 rカーリレ才色がウシイ」を読む 井上先生 ～15 213 毒
G 三理科地球探検～イヒ石と鉱物 書高橋先生一〉15地学教室書
H 体育 スポーツトレーニング 合田先生 へ′16 トレーニンター童

‡ 美術 絵納を制御る 蔓土井先生～15 美術室 毒【
J

英語董英語でコミふニケーション
寺田先生 10～15 LL教室

監妻英語
本物の英語に触れてみよう 鈴木文先生 10へ′15 231

希望順位について

＊第1希望から第4希望について、右の将に1～4の数字を記入して下きい。

率CとEとJ、DとFと蕊以外にらいては、前期と後期のどちらに受講するかほ希望
しないで下きい。教官側で調整し潰す。（この方が多くの人の希望に沿えるので）

今後の日程

＊受講する2つのテーマは魂月2ほまでに知らせます。

＊嶺月22日の授業より、前期のテーマの使用教室に行き、担当の先生の指示に従

って下さい。

－234－



資料3

テーマ学習担当の先生方へ
1997¢4 也21

日課係 大野

先日の「テーマ学習オリエンテーション」ご協力ありがとうございました。その後，生

徒の受講希望調査を実施し，受講生が決まケり慈した。

第一希望のみで満員の黄塵や，前期のみの講座が第一希望のため，他方は必然的に後期

になる生徒等がおり，結果として前後期同人数でない講座もあります。この点，ご了承下

さい。

生徒は全員が第一希望は受誇できています。

生徒には，土曜日（19日）にすでに発表し，確認をとっております。

糾選択について問題がありましたら，お細らせ下さらも。

（2）出欠義もお配りしましたのマタ各時間毎に，コピ仰で捜一経にお知らせ下さい。

（3）辞儀の伝票は，前期呼後期終了の頃，係がお配りしますので，A将B榊Cの評

藤をつfブて，担任にお渡し下凄い。

選択者人数一覧

A鈴鰭 B宮瞭 CJ幡 D頒 E紡 F井上 G高察 H鯛 王城 J靭 鴫本文

前期 5 14 18 22 20 19 11 14 パ
後期 6 14 パ 22 パ 17 18 18 9 パ 19

なお，前期は 4月22日～10月7日（うち，5月20日は校外学習オリテ）

後期は10月21日～ 3月3日 です。
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9＄毎度テーマ学習の計画◎内容

数

テ仰マ学習（中学 3 年）

年 間 緒 噂 計 画

年 間 時

全体会 iO

テーマ別授業（2×ほ）×Z

週

国語「絵巻物を読むj国語「江戸譜かち寛 社会「基地の喝磯問社会「戦後の日本経数学「数学探検を楽皇
（須藤）一寓語へ」く平田） 窺ヒ日米関孫」く藤）輯を考えるJく小筒）

≒

しもう」（駒野）
r

l 「審日権現観紀絵J 江戸時代の 基地騒音開成と 「戦後の日本経済」テーマの目的・進め蔓

日本さ藷の繹教 住民の逆数 橘寒露細管

岩波新番の 方一舶のレポ】トi回覧

2 「審白極現駿記絵」 託零会 ベクトルを用いた

ゲーム

3 「啓白擬現数詑絵」 階層別の 拍子の発軍住宅と 規則性の発見

B本譜の痩飯 線の宝庫 そのま

4 「春日権現駿紀絵j 規則性の発見
姜

その2

5 「春日樋現数詑絵」 江戸後期の 磯須軍基地と 自然の申に潜む数学三

庶民の文化 非核三原則 その1

6 r天神縁起絵巻」 自然の申に潜む数学き

その2≒

ぎ

7 「天神縁起絵巻」 江戸後期の芸能 超低空飛行と

空路使用のあり方

グラフ電卓と昏波≦

感知器を用いたグラ≡
与

フその1妻
8 「天神縁起絵巻」 グラフ電卓と音波喜

感知簿を用いたダラ幸

フその2

9 「天神縁起絵巻」 明治絶新と文明開花 基鞄沖絡の人樋問題 企霧中心の社会と

その変貌をテーマ

にした講最

中間まとめと発衷

ユ0 「粉河車線起」 夏休みのまとめ

①戦後犯罪の特色と

変化②涜行歓に

代数系を利用した組

合わせパズル

その1

11 「粉河等級起」 漁家語の成立 日米関係 見る戦後社会の変 代数系を利用した組

経鱗・攻鴇 遜史③テレビに見合わせパズル

タも交・軍容 る戦後社会の歩み他 その2

12 「粉河尋縁起」 言文一致への放れ まとめ レポート作成 三角形のある内角を

ふ

ほ

レポート中間発義 発褒 発轟 求める問窺1～2

事
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（前期…4月～まっ月 後期…ま0月～3月）

数学「身近な数学を理科rショウジョ如の生
一ヽ 襲撃職軒ンア

英紙「絵巻物をつく 英繕「英語でコミエトシ英語「マ防メデげで学

鯛べる」（城野） 初学」（仲里） ろう」（土井） ヨンJ （寺田〉 ぷ英軌 （谷口）
オリエンテーション ショウジョウバエの 糾エンテうれ体力湘 概論 自己紹介（発給）インオリエンテーション
テwマについて 生活史 定（1ほその方法、

トレー：ン㌢の基礎知識

タ一冬ット取得した餌付jl

ウ又と官邸の資料比紋

テーマ選び ショウジョウバエの チターヰいニンク㌦基礎概論 ホワイトハウスの襲映画で学ぷ英語i
飼育・糾作り ウェイトトレーニングーの基礎 料の済読 抑イト沖ス

菅
与

事 の歴史等

巨テーマ決定 形怒統察・雌放の見

分け方

ラタ小∵よシー：ンクー発展

チエーフナトレーニンクー基松

襖写
●●●■■▲■●■■■●●■t紳◆1■t■■●◆I●．■■－

ショウアンドテルの

開始

アメ粕の行蓼ヱ

映画で学ぶ英語2

テーマ発表 表文履歴とり 姿勢のチェック

自重トレーニング他

本作品嫡漕 アメリカの行蓼2 映画で学ぶ英語3

中間発表資料作成 交線実験F之まで

2遺伝子維穏

伴性遺伝

コーントレwニング

油圧式マシントレ叫

ニング

本作品隅想

本作品絹惣

アメリカの行蓼3 スピーチで学ぶ英語

王

中間発表会

中間発表会

配偶行数の観察 ウェイトトレーニン

グ等

イギリスの民話の

誘託i

スピーチで学ぷ葵絶

2

初期発生の奴察 メディシンボールト

レーニング・プラ

イオメトリクス

本制作

l

講読 2 スピーチで学ぶ英語

3

中間発表会

i

l

噂腺染色体の統察イ ウオ叫ムアップと

クールダウン・スト

レヅテング

体力潮定ほ）ウェイ

トトレーニング他

本制作 日光の食蓼のマナー

の追い

インターネット入門

1・

妻発表資料作成
l

‡
t

鼻
l

鴇髪分析 本制作 日本の主な年中行車

についてのレポ叫卜

インターネット入門

Z

！研究発表会 生体物質の柏出と オ｝バーユ…スのセ 本制作 日本の主な年中行容 インターネット入門

分析 ルプチェッタ 飽 についてのレポート 3

；研究発表会
‡

ぎ

まとめ トレーニングのプロ

ゲラミングの知識

装丁 ディスカッションとインターネット体験

ショウアンドテルのi

まとめ

廟究発表会 ス串○－プライア鴻－シヾメント発表会 日本の伝統的な文化 インターネット体験

年間トレーニガ計画ヒ◎－

キンダー体力測定絶

作品、制件ノ｝ト提出 事象の発褒 2

まとめ
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諦速記骨 96｝Å ’㌻－マ 絵奄物を読む 担当教官名 須藤 敬

テーマ設定のねらいと日額

成代のゆ学や高校生の古典嫁い。音典離れということを、時に箪にすることがある

が、そうした貰い方の申身ほ、濱然とした印象によるものが多かったようだ。そこで

本校惑語糾では、．3年前から竜顔教材の編成の為の予健闘塞として、音幾学習に対す

る藩論調窓、及び盲典学習の前提となるぺ蓉、盲典をと関わる素養がどの程度のものな

のlかを知る為の遵奉調査を行った¢その緒敷現代の中学。高校生においてほ、音典

から、ある日漆的「風澄」審南棟成することが管しく困難になっていることが明らか

になった¢ま例を琴妄ヂれば、日漆家慶におをナる「軒Jとは、どこ藩指すのかがわかっ

ている生徒が60粥緩寧にすぎないということでぬる（詳しく一は寒綾‥F研究報告j3
2や33凝参殿）。盲典を読んでも、轟棒的映像を思い浮かべられない。不慣れな音

波番目で追うだキナで何の－ィメー叫ジも喚起しえない。‘こうしたことか首級嫁いを生み出

す1つの要因である1ならばこ車重3年という時掛こ、多くの絵魯鰍こ触れ、盲典世界
を視覚的に捉える作業蚤しておくことは、盲幽学習にあたっでの現状の問題解決の為

の有効な溶接と●なりえよう。意たそのことほ、絵敬物が盲典学習の繊助的絵画資料と

してとど怠るのではなく、音幽学習の’渉人数紺として、取り込め－ることの可能性を示

唆するものでもあろう▼。

なお以上に述べたことは、近年、ます意す売薬してきた絵巻物の読解作業の成選が

前嬢となっている。即ち、絵奄物を薬衝品として鑑賞する－のでほなく、詞督や同時代

資料に慣らし合わせることで、テクストとして読むぺ蓉対象として確立してきたとい

うことである¢今後、羊うした窺解搾寮が絵螢初会般書こ及ぶことでも一散材としての絵

奄物の位置ほより明確に定位することがで替るようになるであろう。

授薬の遜め方と評席

前期、食1ユ回（ユ回ニ2時間）の授業で、第工回～欝S回は教授者による騨裁と

生徒間士の協鶉。これは幾囁額のコピーと統鱒作灘を遊める為に必賓な盲塊作品を授

業のつど配布し、絵がどのようなメッセwジ蚤発しているかを生後に・自由に発雷させ

ながら授裟を進めるもの。ただしコピ仙では亀がわからないので七取り扱う当該場面

の絵を、教材提示装置でスクリーンに随時映し出すようにした¢濠たこの常、生徒に

ほそれぞれ自ら敬うテーマの設定を考え、レポ叫卜の準備濠させる。

第9回～第エ1臥忠生掟のレポ仙卜作成の車間党褒く阜回7～8人、新22人）と

それに対する質疑を行う¢車間常澄の溶液ほ、教授者が行ったことと全く同じ方態を

とらせる。

第まユ回目の授業終7から2ヵ月後を締切りとし、レポートを提出蕃せる。
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生徒の選んだテーマと取り組み状況

15名の生徒が選んだテーマほ以下の通り。

A－饅第について、年中行事絵巻を中心に。

B－弓℡弦軌こついて、犬粋人の問題に関わらせて。

C一昔の工事現場について。

D一武士の世界、合戦絵巻から分かる鎌倉時代。

E－絵巻物に見られる屋根、櫓皮欝きを中心に。

F－中世の工事現場から学ぶ。

G－絵巻物に見るすごろく。

H一乗征伝絵巻を読む。

壬一垣根について。

J－絵巻物に見られる武器について。

K一法撃経絵巻について。

L－絵巻物に見られる楽器について。

M－中世における枕について。

N－絵巻物の申の履物。

0一基について。

始めは戸惑う生徒が多かったが、いくつもの絵巻を見ているうちに、似たような紡

図を見つけたり、同じ物が別の絵巻ではまったく遜った描かれ方をされていることに

気付いたりしているうちに、興味。関心が高まってきたようだ。しかし何かを発見し

ても、それをどのように1つの論として展開させていくかということになると、生徒
が自力で解決するには少し無理があるようだ。今後の課題である。

問題点と今後の課題

まずテキストの問題がある。絵巻物の書籍は高価であるため、生徒個人が胱入する

には純理がある。少なくとも図書館には、中央公論祉『日本の絵巻』正編。続編計5

7・巻と平凡社『絵巻物による日本筒底生活給引遥全5巻が常備されていることが望ま
しい。また－それらを映し出せる装置も必要であろう。

次に授業の進め方だが、今年度は雑表中心になってしまった点が、課題として残っ

た。しかしこのことについてほ、事前に資料を渡し、充分にヒントを与えておくこと

で、かなり改善できると患う。受訴生の大多数ほ、歴史・文学に興味。関心を有する

生徒達であるので、調べ万一考え方の筋道の示し方を工夫することで、例えば、前項

で述べたような問題点も解決していくと思う。
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講座記号 96－B テー∇ 江戸語から東京語へ 担当教官名 平田知之

1 学習の目標と散財

学習の目標

① 幕末から文明間花期の江戸東京を中心とする文化について理解を深める

② 共通語が形成される過程について理解を深める

③ 文イヒを形作る言語の働きについて認識を深める

教材

仮名垣魯文「安愚楽鍋」

2 学習の進め方

① 一斉授業

〈且）江戸語の成立

（2）階層によることばの違い

（3）江戸語から東京語へ

教材はまだ江戸の色を濃く残す文明開花期に牛鍋屋に集まった諸人の会話を

記した戯作本である。種々の階層に属する登場人物がことばづかいの違いにより

巧みに措き分けられている。そのことを理解するための前渡知識として、3回の

行った。

② テキスト輪読

教材ほ登場人物別に話が分かれているので、一人一詳を予め分担して、ことばの

意味や、話題となっている当時の風俗などについて調べさせ、発表させた。8回を費

やした。

③ 研究発表

②で分担した範囲を中心として、各人が興味を持ったテ｝マについてま0枚程度の

レポートを作成させた。授業では自分の選んだテーマに七いて簡単な中間発表を行い、

（授業1珂分）、レポート軽出ほ学期終了時を締め切りとした。

テーマは必ずしも教材本文に直接関わるものでなくても可とし、②の過程で興味を持

つた事柄について幅広く選択させた。主なテーマは以下の通り。
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・「西洋医学と日本の医学」（教材分担ほ「薮医者の不養生」）

。「遊郭について」（同、「野常間の講談」）

イ明治・大正期までの庶民メディアの変遷」（同、新開好の生鍋」）

イ江戸～明治期の食物とその変化 ～西洋料理の広まり具合など～（同、「商汝個の

胸骨計」）

。「芸者の仕事と時代」（同、「歌妓の坐敷詰」）

イ横浜居留地と外人墓地」（同、「茶店女の隠食」）

レポートの作成に当たってほ、文献の引用だけでなく、当地を実際に歩いたり、

話を聞いたり、というような活動を伴う方駄をできるだけとるように指導した。

実際に自ら約束を取り付けて芸者にインタビューを試みる生徒もいた。

3 成果と今後の反省

成果

本校の生徒の現在を形作ってきた江戸。東京の歴史やことばについて、まとまって

学習する機会は多くない。通常の教材ではまず扱われないような当時の文化の一端に

触れさせ、生徒の好奇心にある程度揺さぶりをかけることが出来た。

今後の反省

生徒が今患で学習してきた教育課程や生徒の日常の文化活動と大きく隔たりがある

ないようの教材を選んだため、生徒にほかなりのとまどいがあったようだ。そのため

輪読の発表において、単に辞審的な単語の意味調べの域をなかなか超えられず、

実感を持って作品の世界に入り込むことがなかなか難しかったように思う。

所与の時間数が決して多くないのに扱う内容が多岐にわたったため、焦点がぼけがち

であったことほ否めない。次の機会にぼテレマをより絞って掘り下げるよう、指導計

画の編成を再考したい。
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講座記号 96－C テーマ：基地の環境問題と日米関係 担当教属名：林 絆一郎

テーマ設定の細らいと目揺

処分場汚鞄と盗聴騒音客中心に棒駿学習蚤寛施した昨年の菜践の申で、後者濠レポート

した多くの生徒が、飛行差し止め蚤巡る裁判の論理の胎、安保靡舜の対案として不可欠の
対米関績や対アジア関係の考察をするなど、問題の背景を夢梯に探り、日漆社会の現状の

解明と、これからのあり方に自主的に取り組む姿勢審みせた。映像や体験学習における自
らの問いの鰻起と、レポ肘トに見られる、寧菜に基づいて論理を緻密に展開しようとする
憑庶ほ、生徒の『レポ叩卜蔑』蚤読んだ緻農や鎧民選勒に携わる人たち、弁護士などの方

々からそれなりに高い評価蚤得たが、他方で、凍償病や原発など学習機転が広がりすぎて
生徒自らが設定したテーマ蚤窓つめる時間番削っていたことも確かであった。
今年は、学習項目審もっと絞って、生徒自身が決めたテーマの解明に多くの時間を保障

したいと考え、テー∇を「遊池の環境問題と日栄関係jに設定し直した。
今年のテ～マ学習が、映像と体験の環境学習である点では、繹琴と同じである。感性的
な認冨畿をビデオ映像で養い、現実の社会で問題を解決するために欝の般民主宝蔵的に住民

超勤番している人たちの行動から学甲ながら、自ら論理的に解決策を鰻選きせる。具体的
には、日米安保亀約と基地の存在によって、どのような環境間瀬や入梅間瀬が生じている
かを調べ、それに関連して平和のあり方や日米間孫のあり方蚤考えきせる≠これが目填で
ある。

生徒への期待と見通し

通常授業の講轟方式とほ異なり、テーマ学習にお毒ナるビデオ映像は、騒音などの被害あ
被害住民の言い分も、基地を存続させる日本政府の見解も、基地を必要とするアメリカの
高官や在日米軍の証言も生々しく、生徒にとって心に残るようだ。その感性的な認識が、
昨年同梯、自由な問題追究のバネになるものと思われる。
波音と夢覇う住民運動といっても、観音の背景にある社会の見方については藤一ではなく
安保に反対・賛成を問わず、夜間飛行だ桝孟やめて「静かな夜を返して欲しい」という訴
訟団の代表や、裁判の論理に撤する弁護団や、姦地の適用改螢と地位協定の部分的改訂を
求める立場、安保条約そのものの廃発を求める人たちなどき凌ぎ意である。それらの立場

の異なる人たちとの質疑応答から、多様な考え方蚤学びながら、昨琴の生徒たちがやり果
せたように、自らの解決策の筋道をっくりだしていってくれるものと期待している。

生徒の反応

厚木。桟碩賀甚他の見学の後の質饗応筈では、騒音被害の他、在日米軍の犯罪に対する

日米政府の対応、基地の地元産発振興への影響、在日米軍の各部隊の役割り、雄琴の核疑
惑の根拠、米軍の代わりを自衛隊がする鳩舎の教力幾模、自衛隊とアジアの戦力の比較な

どを巡りやりとり漆芸あり、また、横河基地の訴訟団寧務席代褒幹寧や薄縁士、平和賓展全
車務局次長とのやりとりであ、自治体の防音二審対策、アメリカが横取に基地を置くぬら

い、これ濠での夜間飛行差し止め訴訟の意裁と限界、新しいユ万人訴訟の登時、アメリカ
国民に基地の被害蚤知ってもらう万態、基地全面適意のための運動の展望などについで盛

んに食い下がっても、た。
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日櫻の到達度

到適度披，比教案駿アンケートの終発と，レポートので蓉ばえで計ってみた¢夢前

。蓼後の変容のうち，顕著なものを少し挙げてみる。「私たち軌次健代の人びとが
生存するのに必要なものを事にÅれる権利を侵害するの壱孟タやむを得ない」という考

え方に，「ぞうは思わない」と，旛借家もって回答した生徒はタブレテストでは壕劉

台であった。テーマ学習終了後のポストテストでは，通常授業（環境問題に呈0時間ほ

どを射いた公民の授賞）を受けただけの比磯野の生徒の豹禽は変わらず，通常授賞に
加えてテーマ学習を受けた薬駿群の生徒は7豹台になった¢テーマ学習を通して，環

境敏磯に対する危機感蔵を強めていることが分かる。「日本の政府や自治体は，企業

の利潤を優先きせる改発より，頻発停止や公蜜防除装置の毅密命令など，公賓金糸に
厳しい姿勢を取っている」という考え方に，「ぞうは思ゎない」と答えた生徒右ま，尊

前の壕釣台から，審後の比額欝で5糾合き奨戯評では8酌台へと変わった。「環境は
政府や金賞の意志で処分するのが正しい」という考え方にタ「ぞうは思わない」と答

えた生徒は，夢前の7凱からタ蓼後の比戟欝で変ぬらず，奨駿欝で披9割となった。
「開発行為を中止する磯利を住民をこ認めれぼ，環境悪化は防げるかもしれないが亨経
済暗劾は停滞しヲ国民の収入にとっても好ましくない」という考え方にき否定杓に回

答（「少し適う」と「そうは思わない」との合計）した者は，審前の壕劉台から，審
後の比餃欝で5糾合，実験群では6劉台となった。ここには，礪横間澄を深刻イヒさせ

る経済のあり方，環境問麿への行政の不適切な対応ク礫磯保全にとっての住民遅効の

意義などについて，環境問腰への激論の高まりが見られる。これらは，基地の環境問
題と日夜問っている住民運勢凌，ビデオ映像や基地への見学と質疑応答を通じて，凍

りきげて学習した繚果といえる。

レポ仙トには，環境被害の実皆野環境慈化の原因夕環境問題への立法・行政。司法
の対応，問題解決のための住民の取り組みを調べた上で，自らの解決策を提起するこ

とを求めたがヲ生徒はぞれによく応えている。見学地では，住民運劾の代義や容顔魔

の方，訴散田の虜遜士の話しを伺うだけでなく，レポートのテーマを深めるために，

各自が予め用意した質問をぷつけた。ぞこで質擬応答が交わきれた問題意識，例えば

基地の礪境問題とアメリカの経済的・軍容対世界戦略の関係，覇権大国アメリカとの

同盟への問い，在日発軍の犯罪の諸相，裁判所が適法状態と認めた騒音被害に対する

日本承府とアメリカの対応夕財界と国民・在日米軍と国民との閤の和書対立，安保条
約・飽位協定と魔法（国民喜藤や人健保障規定）との矛盾，日本への核持ち込み問題

，安保の必要性への根底的な問い，基地を撤去したフィリピンと日本との対比，米軍
撒避後の自衛隊のあり方などは，レポートの焦点となって追究きれている。レポ叫ト

を審く際の五つの要求は，有効な結果を生んだと考えられる。

改著すべき点

自らの解決策を提起するという点では，生徒はよく考えており，政策的には評価し

得るものが多い。しかし夕波頗は誰がぞれを担うのかという，遅激論杓な視点も欠か
せない。住民遅戯に触れたと披いえ，この点は生徒の視野におぼろにしか入っていな

い。行政との直接的対韓が困簸であったこと，裁判の傍聴が日程の関係で果たせなか

ったことが心残りである。

今後の展望

日本社会の観衆問題に凍み込むためには＞もっと外に出て行くことが必要である。
高までも，テーマ学習の機会濠与えることが，豊かな個性的能力の開発につながる。
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96叫D 戦後田藩散会の変遷を考える
聯刀士幽艶凝滞癖当担

テ00∇設定のぬらむ泡た鍔際

戦後50年を駆通じて田本放念
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黄塵番号 96－E テーマ 数学を探検してみよう 担当教官名 駒野 誠

1．テーマ設定のねらいと日額

生徒ほ数学の問題が解けたとき、その事びに感致する。

一方、数学は与えられた問題をあるいくつかの定型的解法によって解決す

るという演繹的。論理的な学習に終始するイメ叫ジを持っているようである。

そこで、数学は帰納的な手法によって、ある仮説を立て、ひとつの数学を創

っていくものという勉強法を味あわせてやりたい。そのことにより自分なり

の小さな数学を創る喜びをもってもらうことがテーマ設定のねらいである。

約13回のテーマ学習のうち約9回は、担当者から課題を与えて考えさせた

り、生徒からの課題をお互いに研究していく。夏季休業中を利用して、自分

の研究テーマを見出し、研究してもらう。残る3桓】を中間発表、論文発表会

に充てる。貴終的には自らテーマを見出し、研究レポートを作成し、発表す

ることにある。その研究の方法を学ぶのがテーマ学習の日常的な課題である。

2．生徒への期待と見通し

授業でほ日常的に課題学習的なことを取り入れているので、生徒にとって

全く新しいことを始めたという印象はないと考えている。テーマ選びさえう

まくいけば半期でも少しは数学を創ることとはどんなことなのかを学ばす

ことが出来るのではないかと考えている。

生徒から穫極的に問題意識をもって課題を提出することを期待する。

それはなかなか難しいことであるが、自由に発言できる場と雰囲気をつくり、

お互いに意見がスパイラルに回転して盛り上がることがグループでの研究方

法のひとつでもあるから、生徒には個性を出してもらいたいと考え期待して

いる。
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3．生徒の反応（通常の授業との違い）

通常の授業との大きな適い

。一つのテ…マ（課題について）を時間をかをナて研究することができること

。自分が選んだ研究内容を発表して仲間に聞いてもらい評価してもらえること

。一般化や実験に時間を十分割くことができること
生徒も数学の成繚とは無関係であるので、気楽に取り鼠める。

問題解法よりもむしろ、そこから問題を作成するカが求められことで、得意

不得意が表れた。数学に興味。関心のある生徒が集っているのでその壁はハー

ドルを低くすれば意外と簡単にクリアーできたと判断する。

4．目標の達成度

各自（数人の沈もある）が次のような論文を書いた。

①ゲームカックロについて，②数学は糞を支配する（フィボナッチ数列と黄

金比），③積み4日並べの研究，④正多角形と接する円，⑤天秤の効果的な使

い方，⑥とあるゲームについて，⑦同心円の画賛の求め方，⑧ポ肘カの確率，

⑨ルーレットに隠された数学，⑬問題を確率で考える，⑪小数を二進数で表

そう，⑫ポロオミノの結合を考える，⑬SPROUTSの必勝法，⑬パラドッ

クスについて

上記には、②や⑬のように疑問や聞いたことがあって不思議だと思って

いること等を調べたものもあるが、多くは全く独創的な論文である。自分で

テーマを決め、発表できたので一応日額は達成できたと考える。

5．改善すべき点

日常のテーマ学習の時間で研究する、生徒からの課題がほとんど出てこな

かったことが今後の大きな改善点であり、それをどう指導するのかが大きな

問題点でもある。生徒が興味を持っているのは日常的に数学が生きて働く姿

をみたい欲求がある。まずは、調べたり。実験したりを多くすることが解決

への手がかりと思える。

6．今後の展望

調査（図書から）、実験（グラフ電卓、パソコンでのシュミレーションも含め）

ができるものの課題開発が急がれる。また、班による研究活動を多くするこ

とが5．の問題点を解決するキ00になるかもしれないと考える。
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語座記号 96－F テーマ 身のまわりの数学を調べる 担当教官 城野正彦

テーマ設定のぬらいと目標

我々が日常に生汚している申の身近にある題材から、各自が興味、関心の

あるテーマを探してきて、それについて今までに学習してきた数学を用いて

アプローチする。数学で学習したことを実際の生汚に汚用することにチャレ

ンジさせるのがねらいである。

また、今自分たちが学んでいる数学がどのようにして作られてきたのかと

いう数学の歴史を欝べるのも日襟の1つである。

生徒への期待と見通し

身のまわりにあるものから生徒がいかにおもしろいテーマを探してくるこ

とができるかどうかが成否にかかってくる。自分だけでなく飽の謹もが関心

をもってくれる身近な題材で、中学生にとって過分の知識を必要とせずに数

学的にも分かり易く、さらに興味が発展的にひろがっていくようなものであ

ればとても良い。そのような題材で発表がなされれば、生凝固士の活発な議

静も大いに期待できよう。

生徒の反応

教師側から与えられた課題を解決するという授業形厳に慣れているので、

百分で課題を探してくるという作業は音字である。自分たちの身のまわりか

ら数学的なおもしろい題材を見つけるというヱとほなかなか困幾なヱとで、

捻じめに考えたテーマが欝べていくにつれて壁につきあたり、途中からテ仙

マの変更をするヱとになった生徒も何人かいた。それでも凝解約には比密約

身牽な感材を農つげてきたので、発表のときに問いている者があまり関心を

発うことがなくて良かった。
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目襟の達成度

生凝の発表テーマは、 r数字当てカwドを解喝する」「勝ち目ほあるか」

「数学的に膠つ」 r世界の計算法をもとめて」「パラドックスのいろいろj

「金持ちはますます金持ちになるか」r光と影についてj 「テトリスJ r魔

方陣と国労障について」「距怒と角度と大きさと」「無限を数える」「舌代

の西洋数学j 「数のマジック」であった。身近なものや歴史的な話題が多く

‘あったので目償は‘かなりかなえら飢たと思う。

改善すべき点

できるだけ身近なものをテー∇に取り上げ、輝いている人が理解で登るよ

うに説明が難解にならないように指導した（中学の知識だけで十分に電解

で登る内容であることを前渡とした）。寒の内容をそのまま説萌しようとす

る部分もあり、発表者の電解も不十分なために瀦選を全県で共有できなくな

る場面があった。また、発褒舎以外の時間の使い方がどうしても教師主導に

なってしまうことが問題点である。

今後の展望

ヱのような形式で、教科薔紛な亀のでない日常の我々の身のまわりにぬる

テーマを数学的にとらえてみるヱとはとても有意義なことである。ゲームや

臍け寧など以外にも日常の生汚につながりの深い事柄を数学的に解明してみ

ようという気繚ちを養っていく必要があると思う。
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詭塵記号／96－G テ噸マ／シ詔昏ジ罰曽♂馬孟の生物学 担当教官名／伸澄渡－

1－ テ伽∇設定のぬらもも起因標

生物の実験や観察にほ、本来財料生物の飼育や栽培が必要であるが、通常の理科の授業の

中では、時間的な制約もあり、動植物の飼育や実験材料の準備ほ専ら教師が行っていること

が多い。この過程を是非生徒に体験してもらいたい、という思いから、飼育が手軽でしかも

その生物を使っていろいろな観察や実験ができるショウジョウバエを選んでテ｝マ学習を組

み立ててみた。実際に餌づくりからはじめて、ショウジョウバエを飼育しながら生活環を自

然に理解させていく。そして現行指導要傲でも取り上をずられている「遺伝」の実数を十分な

時間をかけて行わせ、あわせて、発生や行動、染色体観察など、生徒の関心をかきそうな実

験を、適宜盛り込んでいく。これらの過程を通して、生物実験の楽しさと難しさ（これこそ

研究者が日々の探求活動の申で実感していることなのであるが）を少しでも生徒たちに体得

してもらうことを、授薬のぬらいとした。

望．生後への期持と風通し

遺伝の実験に供する成虫の準備、また交雑実験そのものにはかなりの手間と時間を要す

る。このためには、通常のテーマ学習の週2時間だけでは到底無理であるため、始業前や、

昼休み、場合によっては放課後に簡単な作業（飼育びん申の成虫の追い出し、麻酔と雌雄の

判別など）が必要になってくる。授発選択者にはそこまで熱心に取り組んで欲しいと期待し

て、テーマ選択の全体ガイダンス時にこのことは生徒に伝えた。それなりの熱意をもった生

徒たちが集まってきているものと期待している。

3．生敏の反応（将に通常の授業たの遠い）

かなり根気のいる作糞も全員の生徒たちが長時間集中して取り組んでいた（実験器具を1

人につ普1セット与えられるので、時間をもてあませない）。また、授業時間外の作業など

にも積極的に取り組んでいた。本来理科好き生物好きの生徒たちが集まっているためか、作
業手順の説明も何から何まで話さなくても自分たちで考えながら自分たちなりの工夫をして

進めている様子が随所で見られた。そして、かなり高度な内容の講義にもついていけている

手応えを感じた。普段の授業では必要な、動機づけや作薬内容の周知徹底などがこのテ叩マ
学習の授業ではそれほど必要ではない。これは少人数編成の授業形態であることも理由の1

つであろう。
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4，田緩の達成度

生徒たちには、遺伝実験を含め、3つの実験を選んで実験レポートを提出させ、これらの

レポートの出来具合や感想などから目標の達成度を測った。彼らの積極的な学習幾度から、

概ぬ達成できているのではないかと期待していたが、レポート内容を見て、例えば遺伝実験

など、十分に満足のいく考察に敦で及んでいることを知った（例えば、交雑実験の結果の分

離比をゆがめる生存率の速いなどに目を向けられている）。また、実験で大慶のハエを誕生

させ、また叫方で殺しているために、「是非供養を行いたい」、との声が生徒側からあが

り、普段の授兼でほなかなか得られない手応えを感じた。

5，改善すべ蓉点

各実験と実験、観察と観察の間の連関がやや薄く、各実験が“読み切り’’のようになって

しまっている。半年間にわたる叫賞したストーリ｝のようなものが授策背景として設定でき

れば良かったのでは、と思う（例えば「新しい生命の誕生」と称して配偶行動、遺伝実験、

発生観察などを結びつけるとか）。

学校行事が入って授業がない週があると、遺伝の実験のように長期間のスケジュール調整

が必要なものは非常にやりずらい。その分、授業のない時間、生徒に要求する活動の負担が

増える（「生物は待ってくれない、生命は止まらない」という実感を生徒たちに植え付ける

には逆によいが）。

今回のテーマ学習は、自由研究的なスタイルにはなっていない。これは授発の効率を優先

させたためである（生徒たちが、どんな実験を行ったらよいか、またどんな実験なら自分た

ちにも可能なのか、普段の学習内容や短時間の文献調査からはなかなか判断することが困難

だと考えた）。今後は材料だけ与えて実験テーマから生徒たちに考えさせるような自由研究

スタイルの授業も検討してもよいかもしれない。または問題、テ叫マだけ与えて自分たちで

実験方法をはじめから構築させるという方法も考えられる。特に行動学領域の実験ならばあ

る程度ほこのような授業スタイルも可能かも知れない。

6．今後の展望

上記に掲げた、自由研究型授糞への移行や、普段の中学。高校の授業との連関などを、十

分に検討していきたい。
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講座記号 96一対 テ】’マ 騰をバータヨンアヲプするためのトレニッダ担当教官名 ノブヽ沢治発

テーマ設定のぬらいと目礫

成長期毒ま身騰が完成していく時期であ野、また鼠ボーッ爵敢も激しくできるようをこ

なる時期でもある¢ したがって、この時期右こ効輿約な針・レ仙ニンダを行な、、また栄養

や鰊饗のとり方などを適切にした好まし駈も豊漁を選って鮎滝くことが大切でぁる¢ しか

しこの事時期ば、発育の適度右こ儲入違が大き蛋も繁簡の段階僚鯵力轟こ応じて紅レーニン

グを抒ゎないと、トレーニングが効果的でなむも最澄かりでなく、静寮を引き起こすこと

にもなりかぬない。

そこで、このテ冊マ学習では、自分の身藤の発蘭発達轟こ銘じても蕗感のかレーニン

グの方法を学び、さちには適切なスポ叫ツライフ餐猿桑する£とがで轟るようなちか
ヽ

らをつ紺ることを出喪とし、学習を進めて恕も竃砂鼓た海生夜が参蝕するスポーツ嶺出

轟こj志用できるようなトレ…こング法轟こつ駈もても学習する¢

書2 生薩への顛待と見通し

プリ【ウェイト，トレーニング用ゴムチューブサト沙叫こンータマシン，Siスピw

ド）為（アジ∫jサィ：敏漁j蔭）拉（タイツタ藤ス：豪勢さ湧トレ叩こンタ頗のラダー

（済ばしご）やミニハードル，などの番東恥沙－ニジグ意桑を和むヽて盤綾の璃心を引

き出し、より療麺的轟こ、また自らの藤をメ1－ジ讃ンアップする発しみをもってトレー

ニング妄こ取り避．むことを期待した。成長期でも中学の段蒋で絵選んだ段将での専門的

なトレーニング絵理解も実施も窮毅である哉で、器具を弼むヽたあるいは自分の藤盛を

負荷としたようなトレ仙こンダの初歩的綾織るこつむ、て澄解し、意た寅旛できることを

期待した。
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生徒の反応

フリ柳ウェイトタトレれこンダ用ゴムチエ仙プァトレーニング∇シン，SAQ．トレ

叫ニング弼のラダー（縄ばしご）やミニノ＼－ドル，などの各種トレーニング器具を用

♭1たトレ仙こングではこれ意でをこ経験のな転＼ものであったためか、関心む高く磯極約

の凝り線んで♭＼た。また、日々のスポーツを中心とした項目から成る生活を記録する

ク浄リテぜ◎コントロ伽ノレ（毯C）シートへの記繚は驚くほどよくなされており、Q

Cシートを考案者の筑波東学西島尚彦公私からも高い評価を受けた。

困礫の適域腰

雛沙－ニンダ轟こ関する理論紋捻ぼ理解されていた。各橙トレーニング方法の習得右ま

鯵力感笠不足じているために必ずしも十分でをまないものむあったが、高校生段階で発展

的轟こ藤済することのできるだをブの基礎は凝おむぬ習得できた。

政審す代き点

中学3卑生で墨ま心身の成長の差が著しいた如こ、体力的にはもちろんのこと取り組

む姿勢毒こ凝な、ても儲Å差が生じた¢また理解力にも差があったために、高校段階で十

分巻こ発展できる濠でのトレーニンダ方法の習得が可能な賓む多かったが、テ“マに釣

ち組数だ柑の官戯意識の億旨＼生徒の場合るま東面的な理解に終わった潜も若干見られた

。その腰転暴こ捻、内容がやや多過ぎたことも考えられ、ヶ今後はひとつのむのを開講期
間を適して繁り畿むとを1う明確性もあってもよいと思われた。

今後の展望

成長期暴こ絵心身の儲Å差が大きいが、萱遜ト♭－こンダを萱適時期＆こ実施するため

には、中学の段階からやや専門的なトレ00ニングにも取り組む必要がある。今回実施

した学習を緻給してみても、この時翔からのトレーニングはも藤力差や理解力の儲Å

澄があるもの、高校段階で発展させるためにも有効と考えちれ、今後も引き続き実施

さぬる必要があると考えられたゆ
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静慮紀骨 守る一言 テー■マ 絵魯物を造ろう

テ帥マ幾層のぬらも、と目礫

コ季夏車重二重］

一軍贅時代後凝胃より．，それ愛での唐風の姶に代ゎり．日奉で独自にエ来

審絶た絵巻物が盛＆右£？くられるようになった℡ぞれらほ書噂う8～う巧of－，
展審ま8～ま5瑞穂のもので，ぞの多くほ左手で持ち．番手で広げ巻き込み

なが鎧戸 移9変あ愚物藷の商圏や濃密を発しむようにできている◎
薄謝慮晋ほ℡ 繚魯鞄の・歴兜約鱒薗。文学的親密の電解を踏まえた上で，

登各£その姶蘭約瀦簡を研究し・早 慶終約にほ自身の懇館による現代版袷魯

をつくろう藍いう試みである◎

飽爵の鼠トーリ紬をこ孟る●絵牽制輝の薗由登を，日常でほ経敬すること

の少ない竜蓼をこよる姶薗轟現蟄言螢しぞ鰊敬すると共に．宙輿的絵画形態

への電解を澤めることを田裸とするせ

魚礁への対韓と風通し

零前の密り孟ンチアおヨンをこおいて，内容を噂解した上で進んで受講

してきておう事 作品制作に意欲を搾っていると脅えられ．ゆ身の湧い制

膵と♭ぺプレの高い作品が期樽できる◎
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3，生食の反応

生徒は自ら連んで受欝してきており、御得意欲を持って授業に望んでい

る。絵巻物というなじみの薄い表現形式は、その珍しさも手伝って、生徒

の興味を引いているようであ＿る。半年間、積極的に制作を行った。

4，目標の達成度

蝕自のストーリーによる絵巻物制作のおもしろさの体験、毛筆による褒

現の獲得、古典的絵画形徽の理解という目標は、ほぼ達成できたと考える

5，改蓉すべき点

物騒の主題設定において、より深いものになるような指導が必要であろ

う

6，今後の展望

主題畿定において、他教科との連携を考慮し、美術科にとどまらない倉

科的な学習になるような方向性を探る。
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訴座記号 96－J テーマ：英語でコミュニケ仙ション 担当教官名 寺田恵一

テーマ設定のねらいと目標

（1）少人数の授業の特色を生かして、4技能のバランスの取れた発達をめざす。
（ア）聞き、話す活動として、ショウアンドテルとディスカッションを行う。

〈イ）読む活動として、教材をパラグラフごとに担当者を汲めて内容をまとめる。
（ハ）審く活動として、自由（テーマ）作文やレポ仙トをまとめたりする。

（2）クロスカルチェラルな視点から、授業と教材を編成し、生徒の異文化コミュ

ニケーションに対する理解と能力を高める。

（3）（1）と閑適するが、ビデオやテープ等の視聴覚教材を積極的に活用して、
生徒の言語運用能力を高める。

生徒への期待と見通し（目標設定の理由と授薬計画）

（生徒への期待）
上記の目標を設定した理由には、次に示すような r生徒への期待jがある。

（1）少人数の授業なので、個々の生徒の指導をきめ細かくして、コミスニケーシ

ョン能力を育成する。
（2）異文化への関心を高め、自国の文化の発表を行わせて、発信型の教育を目指
す。

（見通し）

授集計画は次の通りである。

（1）インターネットで検索したホワイトハウスと官邸の資料の比較
（2）アメリカの行事の紹介一口ングマンの教材を利用

（3）日本の年中行事のレポ叫ト一冬生徒は行寮を一つ選び、50－100簿の英
終にまとめる。

（4）シーヨウアンドテルー毎回2名の生徒が発表

（5）イギリスの民話とマザ仙ダースの紹介
（6）ビデオ教材と映画教材の活用
（7）ディスカッション

（8）日本の伝統的な文化事象のレポートと凝衷一最終の課題

生徒の反応く特に通常の授業との適い）

（1）自己紹介のスピーチやショウアンドテルのような発表活動を通して、授英に
参加しているという実感を持ち、通常の授策よりもアクティブな姿勢を示し
ている。

（2）日米の行事の比綾などの、文化の比駿に興味を示している。
（3）17名という少人数なので、ショウアンドテルやテ】マ作文くレポート）の

原礪の校正と指導に時間をかけられので、生徒の教官に対する傍頗感が増し
たように思われる。

く4）視聴覚教材として、音声教材や映画（ビデオ）教材を頻繁に使用している
が、生徒は興味を示している。
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日額の達成度

（1）4技能のバランスのとれた発達という観点から活動を振り返ってみると、読む

活動と審く常勤ほある線度目琴を達成できたと思うが、聞き、話す活動はやや
物足りなかった。

（ア）ショウアンドテルは、金魚の原礪を事前に添削できたこと、パーフォーマンス
をⅤ汲に駄画したこと、観衆の生徒に評価を行わせたことなどが良かった。
ディスカッションは数回行う予定が1慶しかできず、不滴足な結果に終わった。

（イ）読む活動については、事前にパラグラフごとに担当者を艶めておいたのは、

パラグラフメリーディングをするのに良かった。教材についてほ、さらに内容
を深める立場から精選していく必要を感じた。

（ウ）番く活動についてぼ、自由作文とレポートについて、生徒の原稿の添削を比鮫
的丁寧にできたことが辞儀できる。

（2）異文化コミュニケーションをはかる立静から教材を収幾して、一定の成果をお
さめたと思われる。

（3）ビデオやテープなどの視聴覚教材の使用ほ、生後のコミュニケーションへの意
欲と関心は高めたと思う。しかし、コミュニケーション能力の向上という面で

ほ、より効果的な教材を使用サる必要を感じさせられた。

改資すペき点

（1）生徒のコミュニケーション能力を高めるための活動を、質的にも盈的にも増や
サニとが大切である。そのために、ビデオやテープなどの音声教材の準備、ス

ピーチとディスカッションの系統的な汚辱が求められる。

（2）アメリカの行事についてのリーディングは、より内容を深めさせる必要を感じ

た。

（3〉 日本の伝統的な文化事象についての凝褒については、生徒に原稀を早めに用意
させて、●口頭発表の準備にもっと時間をかけきせるべきだった。

今後の展望

（1）生徒のスピーチのモデルにするスピ“チ（昨年の生徒の実感例や、アメリカ

の大統領の演貌など）を生徒に示したり、教師のアドバイスを生徒にもっと与
えて、より効果的なスピ】チの汚辱を今年度は行う予定である。

（2）アメリカの行事については、審前に担当者を汲めて、教科審だけでなくそれ以
外の資料（官科事典など）も参贋させて、より内容を深める。

（3）民話については、昨年使用した教材よりも短くて読みやすいものを選び、内容
や繚発（おち）について話し合う。

（4）日本の伝凝約な文化事象の発表については、生徒の当日のプリゼンテーション
について、事前緒噂を強めることにする。
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講座記号 96一監 テーマ マルチメディアで学ぷ英語 担当教官名 谷口 車夫

テーマ設定のぬらいと目標

本務座の目標は、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの4技能をバラン

スよく養成するところにある。その方策として、「文字」「音声」「映像」の3要務を組み合わせ

たマルチメディア教材を活用してみたい。また、最近話題となっているインターネットを体験き

せ、最終的には自分の「ホームページ」を紙上で作成することを呂櫻とする。

このテーマを設定した理由は、通常の授業と比較して、少人数制で授業を進めることが可能で

あること、L王。教室という学習環境でどのような教財や課題を生徒に与え、彼らが何を学ぶこと

ができるかということを探求してみたいからである。また、昨年度に行った実践を総括し、発展

させる意味で、今年度は「ホームページ作成」という課題に挑戦してみたい怨

生徒への期待と見通し（呂繚設定の理由と授業計画）

後期の授業全体を下記の4つのバートに分け、それぞれに課題を課す。

（り映画で学ぷ炎語：

アカデミー舘受鰭作品でもある「レインマン」をもとに、映画と原作との比較、速読、

要約などの認滋を提出させる。特にリーディング能力とリスニング能力を養成する。

（2）マンガで学ぷ英語：

口本の現代若者文化の1つとして日される「マンガ」のせりふを英訳することで、日英

文化比較長方究及び踊訳の題材となりうる。

（3）スピーチで芋ぷ発語

キング牧師の有名なスピーチを暗唱させ、一人仙人暗唱の様子をビデオ収録する。また、

同時に各界の有名人のスピーチをビデオで鑑蒸する。

（4）インターネットで学ぷ英語

インターネットを体験するために、インターネットに関して様々な尊前調査をさせる。

最終的には他のホームページを参考にし、自分自身のページを紙上で作成させる。

生徒の反応（特に通常の授業との遭い）

オリエンテーションとして、海外へ手紙を出させて、資料などを取り寄せさせた。こうし

た作業が、最終目櫻であるインターネットのホームページづくりに密接につながフていく

ものと磁信した。また、実際に身の回りの様々な資料などに当たることで、それが英語の

情報であれば、即座に「教財Jとなるということを痛感したと思う8

通常の授業と比較すると、作業中心の授業であり、そういう意味でも「学習者中心」と

いえるものであり、インターネットも体験することができたので満足度は高いと恩ゎれるQ
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目礫達成度（生後の発姦靂目と評価）

＜生徒の発衆愚目＞

紙面の関係から、4番目の課題である自分のホームぺ－ジに何を取り上げたのかを記哉する。

（ユ） 新しい新幹線（コマチ。ノゾミ500系）

（2） 時刻義

（3） 緩々なギター

（壕） マンガ

（5） ビートルズ

（6〉 自分の劇作ストーリー

（7） 海外のパスルート

（S） アイドル など

＜評価方法＞

次の4つの課題の取り組み具合、および提～出状況を結果とともに、制作過程も考慮しな

がら辞儀した。

（1） rレインマン」についてのレポート

（2）「マンガ」の紺訳作品

（3）「スピーチ」の暗唱

（4）「ホームページ」作成認滋

（リーディング所）

（ライティングi弼）

（スピ叩キング巾i）

（給食力〉

改善すべき点

前年度の実践では、ホームページ作成までは至らなかったが、今年度は当初から最終日櫻

として設受しておぐことができたのは好ましいことであった。というのも、紙上ではあった

が、実際に自分でホームページを作成するという「巨董櫻」があったために、英語を「手段」と

して学習することができたからである¢ 言い換えると、ホームページ作りに必要な（英昌宏の）

鰭報や資料を探しだし、また自分なりにわかりやすい英語で解説を付け加えるという作業を

短期間に集中してできたからである。

このように、「手段」としての英語教育をもっと考慮に入れてもよいのではないかと思う。

今後の展望

本濾なら、CD－鼠¢Mなどを駆使した、いわゆる「マルチメディア教材」を活用し、授薬を

展開していもナればよいと思う。また、コンピュータ上でホームページを作成することも可能

であり、むしろ磯麺的に押し進めてもよい時期にきているとは思う。しかし、英語教育の担

う部分披、英語を正確に読んだ8奮いたり、聞いたり話したりすることである。そういう意

犠ではコンビュ洲タ。リタラシ叫の養成は飽教科に譲り、英語力の養成に盈点を置いて指導

すべきだと思う。
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Ⅳ 97年度テーマ学習の計画。内容

テーマ学習（中学3年）

年間指導計画

年 間 時

全体会 10

テーマ別授業 （2×15）×2 （前期：4月～10月 後期：10月～3月）

週

国語「歌舞伎」 社会「戟後史を学 社会「戦後日本社 社会「環境問題に 数学「数学を創っ

（鈴木信） び藩く」（宮崎） 会の変遷」

（小澤雷）

取り組む」（大野） てみよう」

（前期のみ・駒野）

1 荒事 はじめに 「戦後の日本健済」

（岩波新番橋本

寿郎）の第1～4

車を読む

廃棄物は何か テーマ学習のあり

方

・自己紹介・過去

の生徒の論文紹介

・課題解釈
2 和事 各人の関心のある

テーマについて報

告・討論（その1）

同上 一般廃棄物 課題解決研究1

3 所作事 各人の関心のある

テーマについて報

告・討論（その2）

同上 産業廃棄物 課題解決研究2

4 時代物 各人の関心のある

テーマについて報

告・討論（その3）

同上 処分場問題（都市） 課題解決研究3

5 世話物 各人の関心のある

テーマについて報

告・討論（その4）

同上 処分場問題（地方） 課題解決研究4

6 下座 各人の関心のある 企業中心社会を考 アジアやヨ一口ツ 課題解決研究5

テーマについて報

告・討論（その5）

える（1） パの廃棄物問題と

対策

7 浄瑠璃との関係（1） 各人の関心のある 企業中心社会を考 リサイクルを考え 課題解決研究6

テーマについて報

告・討論（その6）

える（2） る

S 浄瑠璃との関係（2） 各人の関心のある

テーマについて報

告・討論（その7）

企業中心社会を考

える（3）

企業や行政の対応 課題解決研究7

9 役者（1） 各人の関心のある

テーマについて報

告・討論（その8）

テーマ選択とその

研究発表

1．戦後犯罪の符

色と変化

駒場の廃棄物問題 課題解決研究8

10 役者（2） 夏休みの作業につ

いて

2，戦後農村社会

の変化

3．戦後の男と女

が取り結ぶ関係変

遜史飽

レポート作成 課題解決研究9

11 舞台上の約束 夏休みの成果報告 レポート作成 レポート作成 論文発表会

12

15

レポート まとめ 発表 発表 論文発表会
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数学「ガリレオ・ 理科「地球探検】 保健体育「スポー 美術「絵巻物を製 英語「英語でコミ 英語「本物の英語

ガルレイ」を読む 化石と鉱物」 ツトレーニング」 作する」（土井） ユニケーション」 に触れよう」

（後期のみ・井上） （高橋） （合田） （寺田） （鈴木文）

テーマ学習の進め

方

「ガリレオ・ガリ

レイ」を読む

化石の役割につい

て（化石の採集）

まずは腹筋から 概論 自己紹介

ShowandTe11

の説明

自己紹介

ガリレオの主たる 採集した月化石の 動く身体を作る 概論 アメリカの行革（り インタビューを問

菜斌とその時代背

景

クリーニング NewYe訂’sDay

からEasterまで

く（1）

身近な人

「新科学対話」上 化石の鑑定 どこでもできるト 模写 アメリカの行事（2） インタビューを閉

巻第1日を読む レーニング Independence

Dayから

Halloweenまで

く（2）

芸能・スポーツ

分野

「新科学対話」上 古環境の推定 バーベルの使い方 本作品格想 アメリカの行事（3） インタビューを閉

巻第2日を読む （1） Tbanksgiving

DayからNew

Year，sEveまで

く（3）

アカデミックな

分野

「新科学対話」下 固体変異1（形質 バーベルの使い方 本作品構想 イギリスの民話（l） インタビューをす

巻第3日を読む 評価） （2） 講読と感想発表 る

「新科学対話」下 固定変異2（計測） 爆発的な力の出し 下絵製作 イギリスの民話（2） ニュースを開く（1）

巻第4日を読む 方（1） 講読と感想発表 VOA（災害等）

グループの研究テ 固体変異3（統計） 爆発的なカの出し 下絵製作 ディスカッション ニュースを開く（2）

ーマを決める
方（1） テーマを決めて

グループ討論

VOA（スポー

ツ等）

グループ研究1 教化石の観察 プログラムの考え

方

本製作 日本の行事

1つ選び口頭発

表

ニュースを開く（3）

VOA（政治）

グループ研究2 化石の切断1 plan－do－See 本製作 日米の食事のマナ

ーの比餃
速読と概要把捉

ニュースを開く（4）

VOA（科学ニ

ユース）

グループ研究3 化石の切断2 plan－do－See 本製作 日本の伝統的な文

化事象（1）

原稿検討

ニュースを開く（5）

VOA（科学ニ

ユース）

グループ研究4 化石の研磨1 「おそわる」から

「おしえる」へ

装丁 日本の伝統的な文

化事象（2〉

口頭発表（1）

ニュースを読む

Studenttimes

等

研究発表会 化石の研磨2 反ったら丸めろ 発表会 日本の伝統的な文 物語を読む

標本箱の作製 作品・製作ノート

の提出

化事象（3）

口頭発表（2）

名作・笑い話・ミ

ステリー等まと

め
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講座記号 97－A フ‾－マ 歌 舞 伎 担当教官 鈴木信好

テーマ設定のぬらいと目礫

芸能は本来、人の日常生活と結びついているものであり、地域の生活や風俗¢習慣

信仰と言った様々の要素が含まれると考えられている。その面から考えると、現代で

も察と結びついた形での芸能を多くみることができる。これらの地域と結びついた芸

能は、江戸期以前の日本のものをみる枠組みの一端を現代に伝えていると同時に、日

本的な感情表現や、日常的な情趣をも伝えている。

しかしながら、本校の大部分の生徒の生活は、そのような地域生活を持ってはいな

い。

また、国語の現代文の分野を考えてみると、明治以降の近代化と、江戸時代以前と

の関連が大審な問題となっている。つまり江戸時代の思想、文イヒ等が、近代化とどの

様な因果関係を持ち、日本の近代化の方向性の決定にどのように働いたかという点で

ある。

これらの点を考えるにあたって、現代において江戸時代を具体的に知る手段は限ら

れている。その時に「歌舞伎」は、有効なものであると考える。恕二会科（歴史分野）

が扱うことの少ない文化面への理解にもなると考える。

授業の進め方と評価

（1）ビデオ教材

① NHKビデオ〈日本の伝統芸能〉

歌舞伎慈覚入門

1．荒事 2．和事 3．所作事 壊．時代物 5．世話物

② 国立劇場

歌舞伎の魅力

。演技 。立廻り 匂女方
歌舞伎に生きる

。女方への道
③ 日本ビクター

日本古典芸能大系 〈歌舞伎〉

砂‡上下 仮名手本忠臣蔵

Ⅱ上下 絵本太功記

Ⅲ上下 勧進帳

Ⅳ上下 三人書三廊初男

廊文牽

祇園一力茶盈の場

尼ケ綺閑居め壕

安宅関の壕申安宅問の壕近くの山間の場

大川端庚申塚

富田恩格子先の場魯吉田星奥座敷の場
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（2）参考図審

① 歌舞伎のキーワード

② 知らざあ言って聞かせやしょう

③ 磯子

④ とうさ㌧、とうざい

⑤ 絵は語る 彦根屏風

⑥ 絵は語る 湯女図

服部率雄

中村又蔵

田中伝左衛門

片岡仁左衛門

奥平俊六

佐藤康宏

岩波新書

日本テレビ

玉川大学出版部

自由嘗館

平凡社

平凡社

（3）歌舞伎鑑賞（国立劇場 歌舞伎鑑賞教室 第50＿。51回）

① 神霊矢口渡 頓兵衛住家の壕 （第50回1997年6月）

② 外郎売（歌舞伎十八番の内）（第51回1997年7月）

③ 越後獅子（舞臍） （第5ま回1997年7月）

授業の展開は、生徒の歌舞伎体験がテレビで短時間見ただけと言うことなので、で

貴るだけ舞台を見せることを中心とし、歌舞伎に慣れること、親しみを持ってもらう

ことを主なねらいとした。

江戸時代の理解については、実際の芝居のストーリーの解説や、時代物の成立事情

の説明、和事と荒事の違いそれに伴い江戸と上方の相違を考えさせるなど、組込んで

みた。

参考図書の使い方

中学生向善の適切な参考図普が見当たらなかったため、上記の図書を以下の様に

使った。

① 各自の興味関心に従って自由に読み、質問に適宜答えた。

その際も折込の国立劇場の舞台および客席の構造の図面の解説を加えた。

② 国立劇場の養成課程出身の著者によるもので、比較的易しいと考えられるの

で、主として、江戸時代の歴史的な説明部分巷輪読解説した。

③ 享受者の歌舞伎理解の為のものだが、付け帳の例として見せた。

④ ビデオ④「廊文章」を鑑饗する際、主役の藤星伊左衛門を演じている十三代

片岡仁左衛門が、自分の役作り演技解説をした部分を読ませた。

成果と今後の課題

成果 歌舞伎とほとんど接点を持っていなかった生徒が、全員興味を持ってくれた。

勿論、総ての芝居ということでほない。知識の面からも江戸時代の具体的な生

活に対する関心を持たせることがで重た。

課題 実際の舞台を見る機会が少ない。

社会科に授業（特に歴史）の関連性の確保。
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沸庭番号 97－B フーーマ 戦後史を学び、番く 埴当教官名 宮崎 率

テーマ設定のねらいと削票

敗戦後50年の歳鬼が過富海蓋おあ渡船ことってほ、古顔期も1960年代も、1970年代で

さえも過去のできごとのひとつにすぎなくなったのかもしれない。そうした敬後の歴史

ほ、新憲法のもと、国民が主権者となり、歴史を担う中心として活躍できるようになっ

た時代である。

中ユ・申2の歴史の授業では十分には触れられなかったそうした戦後史について、関

心のあるテーマについて自分で調べたり、共通のテキストを読んだりしながら、まず基

本的な流れを学び、そのうえで長い休みを利用して、祖父母、父母、教師、近所のおじ

さんなど、この50年を生きてきた身近な入に開き審き（インタビュー）を行い、それに

年表や脚注をつけながら、自分で歴史を寄く作発をさせる。それを通して、歴史を身近

に感じさせ、自分自身が歴史に関わっていることを知らせたい。

生徒への期祷と見通し

通常の1クラス40人の授業でほなかなか生徒同士で質疑を行ったり、議論をする磯会

がないため、15入以下の少人数という環境を生かし、できるだけ生徒が自ら発言し、議

論することを求めた。

また、祖父母、父母などにインタビューをさせることで、身近な大入と歴史をめぐっ

ての対話をし、コミュニケーションを回る機会ともさせようとした。

生徒の反応（特に通常の授業との遠い）

小人数なので、机を円状にしてお互いの顔を見ながら、談論しやすい雰囲気にした。

前期は出席者の希望も入れ、各自の関心のあるテ、－マについて調べてきて報告させ、

それをもとに質疑・討論を行う形をとった。歴史に関心のある生徒が多く、また積極的

に発言する生徒も多く、議論が成立した。

後期は鶴見俊郷㌻戦後日本の大衆文化史』（岩波同時・代ライブラリー）を共通のテキ

ストとして、車ごとに発表者・コメント担当者を決めて、報告をさせ、質疑・討論を行

う形をとった。しっかりと調べて充葵した報告を行った者と、いい加減に済ませようと

した者にわかれてしまった。後期のメンバーは自ら発言する者が少なく、順にあてて発

言を求める結果となった。

●レポートについては、多くの生徒が充実した内容のものを後出した。一部にあきらめ
てしまった者も出たのは残念であった。
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目標の達成度

生徒のレポートの内容ほ以下のとおり。生徒自身で題をつけていない場合は、仮に

こちらでつけておいた。かなりの分量のレポートを多くの生徒がつくりあをヂた。

＜前期＞

A：日本の検察の戦後史～逢いたい・‥…～（父へのインタビュー）

B：戦争および天皇の級争黄任（祖父へのインタビュー）

C：沖縄に暮らして（沖縄に住む祖父へのインタビュー）

D：戦後を生きて（祖父母・両親その友人へのインタビュー）

E：戦後の生活（数虞へのインタビュー）

F：人生の先輩たちの戦後について（祖父母へのインタビュー）

G：庶民生暗の変遷（母へのインタビュー）

H：日本の教育史

‡：戦後日本の食糧事情（親戚の叔父さんと母へのインタビュー）

J：関西での1950年代から60年代のくらし（父へのインタビュー）

K：戟後50年一戦争直後の富山を中心に恥（孤母へのインタビュー）

L：祖父の戦後50年史など（祖父へのインタビュー）

＜後期＞

M：戦後日本広告史（父へのインタビュー）

Ⅳ：敗戦直後の歴史

0：戟彼の流行歌（祖父へのインタビュー）

P：戦中から磯彼の日米関係（祖父母へのインタビュー）

Q：「三榎の神路」と「3C」について（母へのインタビュー）

R：占領下の日本（祖母へのインタビュー）

S：オリンピックについて（狙・母、母、妹へのインタビュー）

T：戦後の経済について（現母へのインタビュー）

U：…人の女性の戦後史（母へのインタビュー）

Ⅴ：高度経済成長と生駄（祖父母、父母へのインタビュー）

W：戦後の歴史について

改馨すべき点 ＆ 6 今後の課題と展望

戦後史といっても範囲が広い。質疑・討論を十分に嫁験させるためには、テ】マ

をしぼって、参加者が共通の基礎知詑を碍ながら、そのテーマに接近していくこと

が適当だろう。各自の関心を優先させると、本人は強い関心をもっているが、他の

参加者は中学生の場合、その話題に十分ついていけないこともある。後期は共通テ

キストを使ってみたが、生徒にとって最適なテキストだったかどうかり またインタ

ビュー課題を重要なものと位置づけたが、それは休みを利用して自分で取り組まね

ばならないため、身近な入とのコミュニケーションとしては大きな意味があったと

思うが、生徒にとって負担も大きかったようである。また授発時問との連関がむず

かしかった。
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9？－C 戦後河港社会の変遷を考える 担当 か蒔 富士男

テーマ設定のぬらむ為と目標

戦後50年を経過して田本社会は太澄な変首ヒを遂ぼた。この間、産業構造の変化だ
けを銑め飢ば、第且次産業分野から第2次産業館野や第3次産業分野へと、大きく就
業Åロは変わった◎戯業への新選挙卒賓を豊年間ユ7¢0Åと、かつて圧倒的な労働人口を
吸収していた産業の薗戯は農業に捜もをまやなもゝ。‾靡業ばかりではなく、戦後50年の
間に企業間の再編が激じく進行した¢国民経済の砕覿の申で思考していた経済感覚眩
過去のものとなり、ボ肘ダレス経済の進行は、ワ叫ルド◎エコノミ…へと実態経済を
導も、てむ1ることをま疑も為なむも◎儲々Åの意識も確采に変わり、「家」「村」などで構成
澄飢ていた血簸母機級数会ほ窺われ、「会社」を験に構成される機能社会が出現し、
儀Å意識経典同体約なものの見方を亡くし、一腰の細分化へと凝られているゆ共同体

叢讐デ警護義讐今志還靂要撃ミまぁ嘉墓誓雷雲姦窒琵還警警豊羞ア表芸欝嘉驚姦表詣
すとを遂をず、戦後散会を潰えてきたもの変質力焉馴こ魔える形で現われている。このよう
変貌冶音符改もたらさ艶たのか、し治ヽも、日奉を取り巻く国際関係のドラステックな変
化は、戦後日参社会をこの先どのようなものへと導いていくのか、興味あるテーマと
な
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理由に基づ澄、まず現在がどのような時代であるのか経
るために、「戦後の日峯経済」〈橋本寿部署 岩波新書
した。この拳の、膵「私の経数から見た戦後経済」、1
「敗戦から復興」、3寮「飛躍的な髄液成長」、4牽「

」を生鍍をこ選ばせて、レポ叫トで発意させることにより
てやって澄たのかをも 経済面から採らせることとした。
まつ てもゝるテー∇を選択させ、戦後社会の変貌を跡ずけ

こととしたゆ

戦後犯罪の絡餞と変才転
流紆歌に一見る戦後社会の変遷史
テレビをこ＿見る戦後社会の歩み
戦後農村凝二会の愛ゼ巴
戦後男と女の取り結ぶ関係変遷鹿
野磯運動から＿見た戦後社会の変遷史

マンガから魔た亘戦後社会の変遷威
をま生食が激白に選んだもの

以上のテ叩マ設定の攣癌として、この50寧の戦後澄界の愛すとを
壊と個Åすと」をキー旬ワードとして確認しても1く。しかもそのことにより、「今＿j と

いう時代が何なのかを屯 そして自分という現象力竜翔なのかを探り出していくことが出
凍ればと考えてむうる。
聯後50年の歴史のゅで90年代にÅりも 戦後社会
てきた¢着実をこ戦後社会が醸成してきたものではある
国際関係構造の劇的な変化に誘転があることは否めなも1が、や嘘り

げることが出凝るであろう

の大きな質的
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てきたものが大きくその質を変えたのほ間違いなも1。血縁約。機縁約な
母体として発展して普た日本社会に大きな変質が訪れ、それに対して旧
選中心放資や嘗僚システムではなかなか対応することが困遂になってき
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このテ州マ学習でをま「共同体意義の崩壊と儲Å首ヒの進行が日車社会にどのような変
質を与えているのか」薬証してもららもたむ1と考えてむゝる

生徒への期待と風通し

腐値磯の礪酬ヒ、多様な願軽、情報駄儲Å化などの現代社会への浸透は、現代に
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生きる多くの者達を波間を彷饅する筏にさえ思わせる。それは漂流する社会とも言え
る。ヒーリング（癒し）の嘗寛が溌行するのが村数なのか、その筈えを見いだすのは
それ程因襲なことでほない。或る児童文学者ほ、ある日火の付いた畿の寛が投げ込ま

町重野学琴平てL攣傍受野草小さくした。蔑囁の喪失と償人の主張が重なるとき、僻
は行き先を
昨年度に
ちが何なの
碇各自がテ

ーマに基づ

失い暴走を始める。
引き続き、今年度もまた、
か、自分たちは何故そう忠

一マの選択と問題の設定を
普資料の収拾と整理を行い

と
の
な
そ

今
う
行
、

在意義への確信を錮んでくれるだろうと考えた。

いう現象が何なのか、今生きている自分た
か、そうのような問題意義に基づいて、生

ってくれればと期待した。生徒は各自のテ
の申で、問題解決のための方法と自分の存

生徒の反応

搾年度との比戟で言えば、よ
レポート内容に不十分なものが
くつかのものに出色とも言える
以て課題に取艶姿努にはやや欠

り安易なテーマ
あった。もっと
ものがあった。
けていた感は否

設定に流れ
も労働運動
しかしなが

めなかった

る傾向が見えた。その分、
を取り上げたものなど、い
ら全体的にをま、強い意欲を

。どのような社会問題意識
を持ち課題に取覿ゆば良いのか、そのこと自俸よく分からないのではないのかという
思いを強くした。

目標の達成度

当初カリキュラムの申で計画していた、読書会による発表やテーマ発表及びレポー
ト集の作成などは腰詞に行なえたが、内容的な課題である、「今という現象が何なの
か、今生きている自分たちが何なのか、自分たちは何故そう思うのか」や「共同意義
の喪発から個人化の誕生」に関する内省的考察に関しては現実化できなかった。年令
的に課題の設定に無理があるせいかもしれないが、既成の観念から思考することに慣
れている生徒にとって、今の自分という現象がなんであるのか凍え返すのほ、かなり
困難なことなのかもしれない。昨年度と同じ感想となった。

改善すべき点

テーマを設定する際、何が論証できるのかを微寒する＿羊キ率ミ、八草要てマに革む阜で
転京イン■トになると考えていが、興味本位に流れた感は革めず－そゃ母率

一々の追求が曖昧になっでしまっていた。また発表に際して生徒が
いく姿勢をどのようにつくっていくのか、課題として残った。

非常
容儀に積

要
お
参
塞
に
に
に
論
的

テてるしけ加

今後の展望

昨年度に引き続き、同じテーマの学習となったが、同じ様な課題を残す結果となっ
た。つまり、生きる意味とは何か、何故社会ほ存在しどのように変化していくのか、
自分とは何なのか、など多様な問い掛けの申でそれぞれがそれぞれの解答を見いだし

ていくことを期待したが、なかなか因襲な疑問のままに残ってしまった。共通なテー
マ設定を通して、もっと具体的な場面から考え、模索していく必要饅を療感し、また
そのような試みを今後は展開したいと思っている。
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講座記号 97－D フーーマ 環境問題に取り組む 担当者名 大野

テーマ設定のねらいと目標

環境問題への意識がたかまる申で、社会科教育においても環境問題を取り上さヂる機

会が多くなっている。中学校の地理的分野では、地誌学習の一環として環境問題を扱

ってきた。しかし、環境問題の深刻さが授業の場で理解できても、自分たちの生活に

結びつけて考えているとは言いがたい日常の生活がある。

その具体的なものがゴミ問題である。とくに首都東京で生活する者にとって廃棄物

問題は深刻である。地理の授業の中でも23区の廃棄物が集まる東京湾海面処分場や、

多摩地域の処分場である日の出町を扱ってきた。利一豹と処分場が埋められていく状

況を理解し、処分場の安全性が問題だと理解できても、学校のゴミ緒の分別状況は悪

く盈も減少しない。

そこで、この講座では校内のゴミから出発して、視野を拡大していくことを目的と

した。具体的には校内のゴミ処理の流れを追い、最終的には東京都のゴミ処理の最新

状況を把渡することである。加えてリサイクルの動きや産業廃棄物の処理問題につい

ても調べていくことを目的とした。つ盛り、総合的に廃棄物処理問題をとらえること

が本論塵の目的である。

生徒への期待と見通し

最も登賓な点は足元のゴミ問題の実態を把握し、記録することである。生徒は日常

的に週番活動でゴミの回収。分別を行っている。したがって豊や内容を記録していく

ことはできるであろうと思われた。さらに学校の不燃ゴミを回収している業者への聞

き取り、可燃ゴミを収集している清掃工場の見学などを行い、問題関心が高まること

を期待した。そして、自らが企画立蒸する形で、「ゴミ白書」をまとめることを最終

的な目礫とした。これはかつて東大附属中学校のボランティアが編第した「ゴミ白書

」にヒントを得ている。

この白書をまとめることで、現状を記録し、さらに考察から学校のゴミ問題を解決

していく具体的な方策が提示できると考えた。

生徒の反応（特に通常の授業との適い）

授業は、校外での見学匂専門家からの聞き取り中人門嘗の輪読の3つの形式を取り

混ぜて実施した。それぞれ通常の授業と異なる内容で、特に見学と聞き取りは非常に

熱心に取り組んだ。清掃工場の見学や専門家からの聞き取りでは、質問が穂橡的に出

て時間が不足するぼどであった。

さらに自尊の執筆活動についても概ね積極的で、分担をスムーズにこなすことがで

きた。しかし、資料はこちらから与えたものが多く、自ら資料収集する者は少数であ

った。
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目標の達成度

半期のみの設定だったため、比絞対照する例がなく主観的な評価となる。最終的に

まとまった「筑駒ゴミ白書」は以下の構成となった。

1・筑駒のゴミ（ユ）ゴミ調査と生綾の意識（2）ゴミの処理方法と費用

（3）ゴミの行方

2・学校からつながるゴミ問題 m筑駒近辺のゴミと区の取り組み

（2）広い目でみて（日本や海外のゴミ処理）

3．低環境負荷で持続可能な社会¢学校をめぎして （学校や社会への提言）

1と2について生徒ほ逢～5人のグループで分担執筆した。それを読む限りでは、

今回のテーマ設定の目標は概ね達成されたように思える。授業で扱った見学や聞き取

りめ内容も白書には適宜盛り込盛れており、自分たちの問題意識へ結びつ与ナたことが

わかる。また、ゴミの盈諏釜や、生徒対象のアンケートなど白審をまとめていく上で

必要なデータも新たに収集することがで重た。

しかし、受講した生徒全農が等しくこの問題を受け止めたかどうかは不明である。

それは自尊の編集過程で特定の生徒に仕事が寒中したことからもわかる。また、最後

の提言部分も全員で話し合う時間が確保できなかったため、共通の見解とは言いがた

い。その点で今後に課題を残している。

改善すべき点

3で述べたように3つのプログラムを取り混ぜて授業を進めたが、生徒の理解度が

段階的にあがっていくようなものでは必ずしもなかった。聞き取りや見学の場合は先

方の都合がどうしてもあり、こちらの思惑通りには進められなかった。

最もうまくいかなかったのは、岩波ブックレット「ごみ問題をどうするか」の輪読

である。授業が始慮ってか．ら出版されたこの本は廃棄物問題の入門書として最適だっ

たが、担当を狭め、レジュメをつくり発表する形式が定著しなかった。生徒にもこ＼れ

は不評であった。やはり、輪読のモデルを示し、指導していくことが必要である。

また、白審の内容検討も作業の遅れもあって十分にできなかった。本来ほ執筆の進

んでいく過程で原稿を相互に検討する予定だったが、時間が不足していた。結局耽員

が分担執筆したものを編集担当がまとめて印刷する形となった。

以上の点から、通常2時間の内容構成についてさらに検討する余地が残っていると

思われる。

今後の展望

今後は自審の成果をどのように広さヂていくかがまず問われている。また、廃棄物を

授業で扱う上で、廃棄物行政などについてさらに調査を進め、今後の授業に償えてい

きたい。生徒については、高校進学後、どのように廃棄物問題に取り組むかを見守っ

ていきたい。
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黄塵番号 97－E テ仰マ 数学を創ってみよう 担当教官名 約野 誠

1．テ叫マ設定のねらいと目標

生徒は数学の問題が解けたとき、その喜びに感動する。

一方、数学は与えられた問題をあるいくつかの定型的解法によって解決す

るという演繹的。論理的な学習に終始するイメージを持っているようである。

そこで、数学は帰納的な手法によって、ある仮説を立て、ひとつの数学を創

っていくものという勉強法を味あわせてやりたい。そのことにより自分なり

の小さな数学を創る喜びをもってもらうことがテーマ設定のねらいである。

約13回のテーマ学習のうち約9回は、担当者から課題を与えて考えさせる。

それを、班分けした生徒の中で協力して課題を解決していく。それを黒板の前

に出て発表し討論していく。また、夏期休業中を活用し、自分の研究テーマを

見出し研究してもらう。残る3回を中間発表、論文発表会に充てる。最終的に

は各茨でテーマを見出し、研究レポートを作成し、発表することにある。その

研究の方法を学ぶのがテーマ学習の日常的な課題研究である。

2．生徒への期待と見通し

問題を解決する過程が、個人によるものと、飽との協力によるものと、どん

な風に異なるのが実感してもらう。現在今後とも、高度な科学技術。テクノロ

ジー社会においては個人だけでは仕事ができない状態である。

他者と意見・発想を交わす事で、そのグループ内の誰もが抱いていなかった

しい が 芽 る ことが多い。それを期待し共同研究をするのである。それ

による感動を体験してもらう。

また、生徒から穫極的に問題意識をもって課題を提出することも期待する。

自由に発言できる場と雰辞気をつくり、お互いに意見がスパイラルに回転して

盛り上がることがこのテーマ学習の前提でもある。ま一た、他者への伝達も情報
l

イヒ社会に於いては重要であることから、発表という場も重視していく。生徒に

は、その個人の持っている発想8アイデアなどで個性を発揮してもらいたいと

期待している。与える課慈さえgoodであれば、達成できると考えている。
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3．生徒の反応（通常の授業との適い）

通常の授業との大きな遠い

。一つのテーマ（課題について）を時間をかをナて研究することができること

。自分が選んだ研究内容を発表して仲間に聞いてもらい評価してもちえること

。一般化や実験に時間を十分割くことができること

匂班構成による協同研究であること

。生徒も数学の成撥とほ無関係であるので、気楽に取り観める。
与える課題は～ 解絵がすぐに分かってしまう問題ではない。そこから問題を

構成心解析することが中心である。

4．目標の達成度

各班（個人の研究もある）が次のような論文を番いた。

①粥atbe氾aticsぬd Cァi如Ograpby（言渡：暗号と数学），②ボナッチの世界（2

班：フィボナッチ数列の拡張）9 ③この馬に賭けろ（5班の山部：確率の研究），

④じゃんけんにおける共犯の意味（3弦個人：確率の応用）9 ⑤嘗（Ⅹ）＝Ⅹn＋且

について（4班：素数の研究）ダ ⑥100遮勝をめざせ、ひまつぶし（5斑の一部

：ゲ叫ムの研究），⑦√笈の近似解の濠め方（3淀個人：√2を五万6千桁求め

た），⑧それとなしに足してみたら（3妓個人：乱数の不思議な性質）

多くは全く独創的な論文である。評価したい。

5．改善すべき点

生徒からの課題も募ったがほとんど出なかったことが今後の大きな改善点で

あり、これをどう指導するのかが大きな問題点でもある。しかし、こちらにと

ってもg
o o dな課題を毎週与えるのも大変な審なので確かに難しい審ではあ

る。日常的に数学が生きて働く姿をみたい欲求がある。まずは、調べたり 唾棄
験したりをむっと多く導入する事が課題発見のk eyであると思われる。

6．今後の展望

’96年度の反省から、模型作り（か立方体による長方形充磯でしかも立方体

充填のパズル）なども導Åした。これ時好評であった。今後もセ調査（図凄かち）

匂実験（グラフ電卓、パソコンでのシュミレ…ションも食め）など廠と鉛筆のみ
でない数学を提供するよう課題開発を進めたい。また≠ 弦による研究倍数を多

く入れた事は、途中で静めずに解決していくという成果があった。研究成果を

後輩にも聞かせる機会があれば緻統色発展がより強くなると考える。
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講座記号 9 8－ぎ フ“－マ ガリレオを読む 担当教官 井上正允

テ叫マ設定のねらいと目額

現行の指導賓餞では、数学史。科学史に触れる機会はほとんどない。

現在授菜で敵われている問題や内容が旬濠態、人間の歴史の申で生み出さ

れてきたもので、あらためてそれらが生み出きれた背景を探り、作り出

された通夜をたどることをねらいとした。

申3生を対象とすることを考えて且次関数、2次関数とのつながりか

ら「等速度遅執」「等加速度運動」を中心に据え、ガリレオ・。ガリレイ

の『新科学対語』下巻第3日岩波寛厳（絶版であったためコピー）とS

せG。ギンディキン『ガリレイの息7畿紀』シュプリンガー。フェアラ

ーク東京の2瀞をテキストに選びそれを輪読、レポートしながら、上記

のねらいに迫ろうとした。

生徒への期待と風通し

テキスト（初版）は戦前に出版きれたもので必ずしも読みやすいもの

ではない。＿しかし、多くの生凝はこの静座を選んで受貸する生徒であり

担当箇所のレポ｝ト発褒だをナでなく、禰助資料を使った爵義をはさんだ

り、物理の教鮮の応援を要請したり、賽験を取り見れたりすることで、

何とか彼らの興味や関心を呼び起こし、持続的な追求心を凝り起こすこ

とを期待した。

生徒の反応（特に通常の授発との適い）

生徒には望飾から3飾線度（文麿ページ数にして＄から10ページ）

を割り当て、内容整理とガリレオの藩政を中心ぎこレポートしてもらった

よく読み込んできている生徒とそうでない生徒の凝衆聴力の差は大きい

2で述べたように、文語体の文牽で、比例式や細駁を靡使しての濠わ
’りくどい定理証明は必ずしも生撥の感性にフィットするものではなく発

褒に苦労している生蔑も多かった。

この奉は、アリストテレスの遵勒爵を唱える督とこれを倍率する督と
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それらを批判して新しい遵教諭をうち立てようとするガリレオの代弁者

3人の対話を挟みながら、議論が展開されてゆく。16からエア世紀に

おける時代の雰囲気や問題がいささかでも感じ取れたのではないか。

目標の達成度

通常の数学の投薬と数学史や科学史を敬う授業はかなり様相を異にす

る。「数学が好きである」r科学に興味¢関心がある」生徒であっても、

これらが生み出され時代背景や思想的基盤がはっきりしていないところ

では効果は出せない。

授菜担当者の準儲不足は否めないし、本読みに入る前に3～4時間線

度の語義で時代背景、思想的基盤、「君たちに何をつかみ取ってほしい

のか」を徹底させておけば良かった。

子ども達にとっても担当者にとっても不満の残る講座であった。

改蓉すべき点／ 6 今後の深層と展望

今回は物理の藤本発生の協力を得て、ビデオ視聴、慣性の法則や斜面

落下の実験を取り入れたが、こういうスタイルはもっと考えられていい。

16～17故紀の時代背景や思想的基盤については世界史の先生の協力

を腐って静養していただくことも考えられる。

12～ま3回の内容を本読み・レポート中心にすすめるのではなく、

諦義。ビデオ。実験甘尉翰などを多面的に計画に組み込んで展開したい。

子ども連に担当させる箇所も少し絞り込んだ方がよい。

こうすることで、テーマ学習も「絶食約な学習」になりうる。
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露座記常；9守肋㌫ 予棚習 ㌻磯磯探検 藍骨甑窃盗潜怒き j 緻当芸裔礫宏靭

£。テ脚∇設澄のぬら駈㌔起因襟

畷行の学習者旨噂祭儀遮り ㌻観済を膵愚畿凝濫費の中将塚獲怒なぼ数尊ぬ篭め海関放

し嘗過怠の聯磯藍率餞を授受ずる芸歴」藍ず監凝将餞謝を盈窺駈藍欝陶を芸事遮払
凄約定。才転石藍態包う監物 みゐな惣磯やア汐驚テぜ恥を想像抜歯電儀驚ある麹環海 窯

際日壌習夢魔轟こ産出ずる漉饗甘藍潜暴蕊篠 農務渾陰暦な職習ある将 帝爵こ淘園栄職潜磯

部捻沸済飽海薗密教をこ繹憑鸞新鶴の漆成腰が蕊檻発途㍍海 撥将聯暴こ寒流凝鮨蕊

び暖流系の厳才臨番が多産僚る堤 選科職務深を蕊蕊ず業際翰現数や業物飽海転学議芸豊

とであり、テ脚習 ㌢磯野探検」を豊首陰暦藍態掬う業物漁滝転ば凱だ紺聯鼻済磯漁電導宮脇せ

るかま態滝う芸藍漁竜一血顎将ぬら態淘藍な恐習転海亀窃 漕払驚鰐蕊醐亀 ㌢餞静め盈転海ギ獲

石を藍咤盛ゐ採るj 藍態滝惑ょうな饗科壊滅の楽払凄を喩触協驚亀敬を、亀藍態海況

今野、千葉県濁甑部をこ鎗禰ずる下絵済鮮歳鰯鹿骨臨怒夜盗凝参£採幾澄せ藍一藍採幾

磯妄豊前翳冶罵印旛聯印旛樹磐浄罪預 俊済ぬ罵予藻凝滞厳滞減凝議 め 採幾払敷塚監怒亀怠

学校をこ絡亀鱒恐習勺 登凱態海暴こ厨び柳£ぉ餅♭鮭餞私 感産物資質を薄青な憑岱 最澄藍

んど覗盤穫な戯習句 甑鑑を利済骨艶最澄だ駈複数‰淘鑑定漕整凝り 襟漆最澄潜亀ゐ藍登

鸞箱各こ風貌驚旬 曽ペ㌔♭を漆鬼る岱 餞暴こ磯腰痢頂払渡済勺斬る琢臨潜ぬ淘鎚済将よ惑な芝

とがぬゐ＼るぬも海 あ愚態も各窓線度習馨る飽海藍転海惑£恕を螢厳選潜る汲め蚤這悔 まず採

幾じた魔の夜霧の関鼠終を膵威骨愚功 厳最澄威登激物なの習淘 幾健 宅液温き や盤

息深度など鶴腰治電機磯払藍礫磯を擾議ずる職蚤£役畜芸濃湖東率済嘗監凝蚤這な鰯惑る怨

そ芝で蹴鞠暴こ厳の磯鳥海 機軸墨三展ぬ電機凝鎗滞㍑鷲駈淘る冷厳や登濾瓢深慮数藍懲藍

ダ常習を塗橙蚤£欝ぬ淘優る金 堂嘗め厳春三糸通常る盤凰磯済や深慮ぬ淘払厳将磯磯払

鑑磯磯を明ら濾淘暴こじ句 喝夜織歴の蕊惑嶽磯所妄言二将当僚愚の漁海考察遜僚愚窃 ま敷

採藤b藍厳をこ顎態馬驚晦 磯滞ご激甚這雛謝蟄紺な駿馬簡 裁を膵威常愚Q 漕の義を勒藍

着こ句ダ学習を薔を㌔驚職瀞威儀戯考察敏弘汲醐海 済昏㌢藤機敏貼驚望詔撥雛勝機の

相済係数を褒め藍醐骨る窃 凄転を這態泡銭恐か戯溶質駿亀藍爵芸磯磯聯藤波済将繊を

欝鵡驚淘 敷物磯を濃溶質毒芸濃惣驚蜜済蕊憑蔓這螢常澄豹習‰淘愚ぬ淘敬鄭愚窃

磯蚤こ終ぞ監怒だ柑習な環海 郷教官陰暦亀緻憑砕 か関詔誕昏㌔環勒舶を聯済払驚驚寮闇

討ダを留守な駈亀匂 襖墾磯寒敬儲禅骨愚喝 敦敷厳漕鮫凝を、汐び柳二誕ダ払数畿め聯力洩

ら発終翻磯磯驚威盤凝熟慮を寮払拭払驚海 鼠膚艶凝爵這蕊愚磯済繚澄藍應撥ずる功

叫心潜海域母音戯学済臓噂欝健治海亀最澄除ぬ淘飢常態海愚澄感激を姦監督愚畿凝磯磯め

採幾を噂蕊凝礁幾邪魔静野め完済釘ぎ翰態淘将済済漕紆嶽笥数倍 芝芝習最澄望⑳磯救済滋

の激怒を鱗済漕馨愚£藍飽海転悔 磯噂鈎覗馨激怒払W監餞俊樹を晋亀飢確 ㌻磯噂撥磯

j め亀う舶認鈎ぬ転態海藍な恐驚態海愚敬 愛ず鞠 凝幾払藍潜惑の凝滞を済礪惑澄鴨

凝鰭畜こ潜番戯膵威凄艶敷率餞鞠 磯翰愚£畿凝め橙席数数懲艶ダ◆学習を凄ぬ淘優る粉

骨る藍Ⅷ £偽磯済麹竃ぬ淘詔電波凝込み聯の蜜惑態淘惑勝進約な済健姦這あ惣艶のぬ海教

終盤骨遊芸扱が聯済藁£な愚母 ま鮭鴨 鱗幾駁♂藍激怒を済済叔聯済鮎海 畿番凝寒の

ヨ沙厨お済影凌繹瀾藍醐袖 激怒薄給敬繹威払習鉱物め済濃数紺恕顎髭醐瑠触感餞
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2勺 豊壌への期待と風通し

野外で飽履から柁石を採るという揮発は生徒のぼとんどが発渡駿である。そ

ヱでまず衆朴な感爵が得ら釣ると予想した。またや 凝近の恐竜ブームやⅣHK

のプログラムなどで砥石に対する興味や関心が多少なりともあると常時した。

また螢（碓石）惑えあ飢ば、生彼のイ∇ジネーションがはたらくと考えた。

一方、岩石の潔幾は生徒の揺とんどがヱれまで経験しているはずである。し

かし、ニ飢だげの穫霧の岩石を媒幾する経験はなかっただろうし、磐石を研磨

した後の切断面の美し凄や、磐石薄片を偏光顕微鏡で観察した時の鉱物結晶の

色彩変偲揺、少なからず生後の興味。関心を引くと考えた。

3年 生後の反応（将に通常の授業との逮も、）

偲石の採亀を濃寮2土曜日を利済して狩ったが、堂展夢中になって採熟した。

同じ種類の展をたく澄ん褒める螢、いろを、ろな穫矯の凰を集める者、太重な展

を褒める瀞など生徒によっで好みの差があるのが面白い。岩石の採幾は主に日

曜日に行なったが海 将腰での岩石の採幾は単済で、幾申カが今一つであった。

教室習のぞヒ石のダリ仰ニンダや岩石薄片の研磨は、通常の授業と違って作業中

ふなの竿、ぞれぞ凱自分のぺw還に合わせてよく取り組んでいた。一方、化石

の計謝や統計処葛臆そ凱ぞ凱整ちんとヱなしたが、ぞ飢だけに留まった。

4。官贋の達成腰

山遂の深夜を通しぞ、偲石に尉官る研究方法について一通り学んだヱとにな

る。またも 袋物に揆ずるヱとでⅤ 佗石の役瀦やぞの意義を電解する上で、教科

寄や餞の演デイヂより亀虫普く役立ったと恩ぬ釣る。叫方、磐石に対する研究

者法度を1う慮で捻や まず肉鶴習太蟄電機寮を鞘尉し、次に偏光虜緻鏡による鉱

物の問濃から、凝解約をこ磐石名が鎮まるヱとは理解しぞもらえたと考える。

5中 政審ず礪尊慮

砥石撰幾磯の遜定をこを澄句 意駿謝蜜藍下風で準餞に時間とお金がかかった。し

かし勺 その凍幾磯でた咤姦ゐ應転lす監石が凍飢釣ば海 畿の繹霧は極めて贋粛に遺

恕。藍だ㍑勺 偲石のクリ叩ニンダ参こ時間敦取ら鈍ると、深夜のすペぞを終了で

愛な旨㌔ので句 得業盈を羞電チ孟ヴグレなる亨飢ばならないQ 登らに、生健によっ

て採藤♭藍耳巨石の盈に遜を＼がある藍、磯Å礪Åの得業進度がまちまちになるの
で確 率咤得業教範免でしまった登健蔓こ対する対応が充分でなかった。

仙窟勺 磐石礫溶の採盛観を豊野慶♭貰も、るので、澄前に磯囁の溌況をチニッタ

しも ま恵め藍じ常澄亀寄る噂蕊應意瞭然鹿博物鰭の農学の予約をするだげで最

も、が句潜怒滞緒の膵成習磐石研磨機が仙つしかな咤や 餞率が非常に溶かった。
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講座記号 97－H テ…マ スポ｝ツトレーニング 担当教官 合田浩二

1．テ｝マ設定のぬらいと目標

本校入学生の体力。運動能力は、全国平均値と比較した場合、かな

り劣る傾向にある。しかし、体育実技やクラブ活動への参加により、

中学3年時にはTスコアのうえではほぼ全国平均の永準まで到達する。

この講座では、成長期に自然に伸びても1く体力申運動能力が適切な

トレーニングによってさらにアップすることを理解させ、生徒が自分

の特性に合わせたトレーニングプログラムを作成、実行、評価しなが

ら、伸ばした体力をさまざ窓なスポーツ種目の競技力に反映させるこ

とを目標とした。

2．生徒への期待と見通し

① 自分の競技種目ではどのような体力要素を重要視しているか

② 自分の体力特性の自己分析

③ ①と②の隔たりを埋めるための方法

④トレ】ニング方絵。手段の理解と習得

⑤ ③の具体的な手段（プログラム化）

⑥ ⑤の実行と評価

科学的な理論に裏付けされた個々のトレーニング方絵をどのように

プログラムすれば、自分が得意とするスポーツ種目に効果が得られる

のか、自己分析を試みることができるようになることを期待した。

3．生徒の反応

トレーニング種目は基本的なものを中心に、時に基本動作の習得を

めざした。「しやがんで、立つ動作」（スクワット）が生徒をことって

は意外に発しく、鏡を見ながら自分で確認する場面が多く見られた。

運動欲求の高い生徒が受講していることもあり、プログラムを積極

的に消化した。
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4．目標の達成度

積極的にトレーニングに取り組む姿勢は十分評価できる。しかし、

半数以上の生徒が、自分自身でプログラムを立てるところまでは行っ

ても、それをどう評価するかについては、客観的な見方をするまでに

は至らなかった。

5．改善すべき点

自己評価についての方法、理論と実践を結び付ける方絵、生徒が主

体的に学習する態度の形成について、一昨年度よりは改善が見られた

が、一部意欲の低い生徒においては形式を追うのみにとどまった。

6．今後の展望

生徒は、他人から評価されることに慣らされて成長してきた。自分

で自分の学習（ここでほ運動学習／トレーニング）について自己評価

を下す場にしたかった。テーマ学習では、「教える」「教えられる」

の関係ではなく、お互いが学びあう関係を築いていきたい。

7．追記

93，95，97年度と、テ｝マ学習を3回担当し、そのなかで感じたこと

のひとつに、「生徒から提出されたレポ｝トの仕上がり具合は、生徒

個人の学習への取り組み方が反映したものである」ことが挙げられる。

学習テーマを個人、あるいはグループで設定し、学習の成果を発表す

るまでの手だては、現在のところ各講座の担当者に任されてを1るし、

各教科で課題をまとめる際に教授されてもいる。しかし、生徒にとっ

ては「社会のレポートのまとめ方」「理科のレポートのまとめ方」と

いう掃え方しかできていないのではないか。

『情報の収集。整理の方綾』については、本来は司書教諭が担当す

るべきものであろうが、本校での取り組み方を見直す時期に来ている

と思う。

－277－



鰐座記号 97－1 ア、仰マ 絵巻物をつくろう 担当教官 土井宏之

ユ， テーマ設定ねらいと目標

本務魔のねらいをま、毛筆による絵画制作という純粋に弟締約な学習の達成と、美

術の学習に他教科の内容を取り込むという倉科約学習を目指すところにぬる。ここ

でぎま、特に後者のねらいについて述べたい。

絵画の学習において、その腰露材が構想常のように、生線各人がすべてを考えて衆

現しようとする場合、設定されるテ仙マ、内容には生徒が督段興嫁を締っているこ

と、気にかをナていることを取り上看ヂられるのが普通である。その鱗食、それが非常

に個人的な内容であったり、空想的なものであったりサることも多も、。純粋に巣締

の学習であればそれでよいのであるが㌔資料的な学習をこしたも、と考えた藤倉、他教

科で得られた知織、考えをどのように散り上萎プきせ、薬師の衆現として楽らせるか

ということが塵穿となる。しかし容鰐座は、葵臍の教師－Åが担当するため、授薬

のなかで他教科の内容を学習するの手ま困難である給 単なる生筏の想像や中途草城な

知織でない、事実に基づいた内容とするために、他教科での寧前の学習の引率出し
方がポイントとなる。主題設定の段階で各生准に、その設定漫由、根拠となる事前

の他教科での学習を報告させ、物語の内容や唐絵となる主張につ旨、ても面貌を繰り

返し、以前に学習したときのノートや資料などを持参きせるなどして、事案の轟づ

をナがある内容になるよう指導する。

本年度前期の奉弼魔のテーマ一党のように、生凌が設定する絵巻の主題は、をの

ほとんどが社会問題であり、すでにそれをま、理科、社会科などの倉科約内容を備え

ている。生徒は、それらを新聞、テレビなどから情報として取り入れるとともに、

それぞれの教科での学習においてより関心を高めていると考えられる。ぞれをさら

に美術において表現することにより、問題への認液を深めきせるとともに、生後各

人の主張を視覚的に褒現させようとするものである。

2，生徒への期待と見通し

事前のオリエンテーションにおいて内容を理解した上で澄んで受級してきており・

作品制作蔓さ澄欲を掃っていると考えられ、中身の磯い制作とレペノ♭の高い作品が期

待できる。
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認夕 生殺の慶応

数准看急白ら渡泉〆で党務してきでおり海 側作意畿を搾りぞ授業惹こ望んでいる

絵巻物と態、うなじみの滞態滝泰貌形式を慧、をの珍しさも手伝っぞ、生筏の興味

を馴－㌔㌔て態、るようであるQ 自分の興練閑メ鮎の対数を物語のテぬ∇とすること

蔓こより意欲を窺わずをこ、半年間も 礫極的看こ制作を行甥た。

砲声 困襟の凌感度

鶴人自済深卜伽が如蔓己よ愚絵巻物制作のおもしるさの体験、毛筆蔓こよる表現

の磯得淘 音熟約絵画形磯の蟄解を態掬う困櫻捻転 を慧ぼ凄成できたと考える他教

科の内容の放り込み毒こ関しで‰、噂戸翳約な◆内容の指導をま不十分ながら、可能

な範鍔で凌成さ新b艶ゑ考え愚岱

惑夕 改資すペ尊慮

物語の愚問勺 細部の内容首こりも、ぞ鴨 該当の教科蔓こよるより専門的な指導が

必要であるう。

岱野 卑後の展望

飽教科の学習内容を取り込馳妄こ萎ま、美術の教師だ蔓ナでをま限界があり、他教

科の教農との奉絡純な連携が望まれる。
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講座記号 97－J テーマ：英語でコミュニケーション 担当教官名 寺田恵一

テーマ設定のねらいと目標

（1）少人数の授業の特色を生かして、4技能のバランスの取れた発達をめざす。
（ア）聞き、話す活動として、スピーチ、ショウアンドテルとディスカッションを

行う。

イ）読む活動として、教材をパラグラフごとに担当者を決めて内容をまとめる。
ハ）書く活動として、自由（テーマ）作文やレポートをまとめたりする。

2）異文化コミュニケーションの視点から、授業と教材を編成し、生徒の異文化

に対する理解と認識を高める。
（3）（1）と関連するが、ビデオやテープ等の視聴覚教材を積極的に活用して、
生徒の言語運用能力を高める。

生徒への期待と見通し（目標設定の理由と授業計画）

（生徒への期待）
上記の目標を設定した理由には、次に示すような「生徒への期待」がある。

（1）少人数の授業なので、個々の生徒の指導をきめ細かくして、コミュニケーシ

ョン能力を育成する。
（2）異文化への関心を高め、自国の文化の発表を行わせて、発信型の教育を目指
す。

（見通し）

授業計画は次の通りである。

（1）コースの概要の説明と英語による自己紹介
（2）アメリカの行事の紹介一口ングマンの教材を利用－と発表
（3）日本の年中行事のレポートー各生徒は行寮を】つ選び、50－100語の英

語にまとめて発表した後、ライティングにまとめる。

（4）ショウアンドテルー毎回2名の生徒が発表

（5）アメリカンハイスクールの紹介

（6）ビデオ教材と映画教材の活用

（7）ディスカッション
（8）日本の伝統的な文化事象のレポートと発表一最終の課題

生徒の反応（特に通常の授業との違い）

（1）自己紹介のスピーチやショウアンドテルのような発表活動を通して、授業に
参加しているという実感を持ち、通常の授業よりもアクティブな姿勢を示し

ている。

（2）日米の行事の比較などの、文イヒの比較に興味を示している。

（3）14名という少人数なので、ショウアンドテルやテーマ作文（レポート）の

原稿の校正と指導に時間をかけられので、生徒の教官に対する信頼感が増し
たように思われる。

（4）1996年度のテーマ学習よりもオーラルコミュニケーションの割合を多くし
たので、生徒のコミュニケーションに対する姿勢が積極的になった。
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目標の達成度

（1）4技能のバランスのとれた発達という観点から活動を振り返ってみると、読む
活動と書く活動はある程度目標を達成できたと思うが、聞き、話す活動はやや
物足りなかった。

（ア）ショウアンドテルは、全員の原稿を事前に添削できたこと、パーフォーマンス
をmに録画したこと、観衆の生徒に評価を行わせたことなどが良かった。

ディスカッションは数回行う予定が1度しかできず、不満足な結果に終わった。

（イ）読む活動（アメリカの行事）については、事前にパラグラフごとに担当者を汲
めておいたのほ、パラグラフリーディングをするのに良かった。昨年（96年度）

と異なり、数名の生徒に口頭で発表させたのは、リーディングからコミュニケ

ーション活動に発展させたのいう面で評価できる。。
（ウ）書く活動については、自由作文とレポートについて、生徒の原稿の添削を比較
的丁寧にできたことが評価できる。

（2）異文化コミュニケーションをはかる立場から教材を収集して、…定の成果をお
さめたと思われる。

（3）ビデオやテープなどの視聴覚教材の使用は、生徒のコミュニケーションへの意
欲と関JLは高めたと思う。しかし、コミュニケーション能力の向上という面で

ほ、より効果的な教材を使用する必要を感じさせられた。

改善すべき点

（1）生徒のコミュニケーション能力を高めるための活動を、質的にも量的にも増や
すことが大切である。そのために、ビデオやテープなどの音声教材の準備、ス

ピーチとディスカッションの系統的な指導が求められる。

（2）アメリカの行事についてのリーディングをま、事前の準備を指導してより内容を

深めさせる必要を感じた。

（3）日本の伝統的な文化事象についての発表についてほ、生徒に原稿を早めに用意

させて、口頭発表の準備にもっと時間をかけさせるべきだった。

今後の展望

（1）生徒のスピーチのモデルにするスピーチ（昨年の生徒の実践例や、アメリカ

の大統領の演説など）を生徒に示したり、教師のアドバイスを生徒にもっと与

えて、より効果的なスピーチの指導を今後行う予定である。

（2）アメリカの行事については、事前に担当者を汲めて、教科審だけでなくそれ以
外の資料（百科事典など）も幅広く参照させて、より内容を深める。

（3）アメリカンハイスクールについては、より深く広く資料を参照させ生徒の発表
活動を取り入れる。東京にあるアメリカンハイスクールとの交流を行う。

（4）日本の伝統的な文イヒ事象の発表については、生徒の当日のプリゼンテーション
について、事前指導を強めることにする。

（5）ディベートを取り入れて、生徒のコミュニケーション能力を高める活動を今後

重視していく。
（6）外部の講師を招蒋して授業を活気づける。
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斎藤記骨 済冒脚榊済 矛払習 解物鋼業語を三濾泡甑£う遊覧箋畿蘭鈴沸澄子

テ洲常設定職ぬら態議逝賢壕宗

宅急ラメ㌢汐ダピ温私仙や£蕊如謁を開塾淘爵戯機業や開塾戦野聯詔習を学ぷ。

藍慧き優霹鸞姦芸懲た爵凝蟄済ヂ激怒鼠た鞄頂閣態泡た鞄㍑質凝轍翰濃塚隠や放念蚤二級叡駁

愚。

芭詔〉問態鳥た£藍番二鮒虹ぞ餞資聯螢鼠1海感激なぼ蟄霧語習家窺習熟愚£濁碁；洋品。

盟 盤磯鶏職願繹数鳳通じ宅汚磯設定の饗曲数撥鴬野漸う

致縫将輿縁の轟愚ギン汐済工如呼£蕊如遜を欝誕ケぬ甘句習藍轡攫ゆ紙数遊客£鰭飽内容聯計

簡督避雷宥恕海咤。

く且さ薬物将ギンタピ、ユぬを閑静澄た霧際を三ギ訪靡ぼ恩納亀館憑窃

①各潜圏の鬼礫将ガン汐ぼェ細海将蚤三盆饅感渾興味を浮っ常態海為分野油ギン汐ぼェ

如を済宅。
②盤饅自浄感雷㌦で影野ぼ盈如職質済を馨ゑ海野本番二号♂泡最終拷兇暴ニギ誕汐ぼ汲蜘螢ず
る。

宅認）霧際将£皿如鼠蟄問き窓た閑逐語静を読鮎8

①慶近をこ姦£岱た£温紬濃感怒ら傲界翰£、温血深窓暦淘繚看≡数億惑常勝茎数を膵驚る

£汲如謁を問宅。
③閑態包兜£汲如濃艶爾隠内容聯も聯馨頂幾際聯露悪拳驚ぼの患う番芸義磯番組驚態為義

漁場確かめ習凝凝紛

宕詔）野馳鬼漁送教科済虹驚科学番凝を開式岱番数蚤蔑学済瀞機番ず漆芸済絡さ甑驚態泡愚鋼管

露語将遮應もゆ懲駕鞠じ常態議遜。幾磯各豊潤態海恕内容を静畿約蚤芸窓起め為練済をず
愚。

（獲き絡拷の故意鍵濃ぜ臨暴言幾組ら甑愚息うな濁駈細嘗ぷ柳海爵感愈ぼ欝僚や霧際碁二審飽海鈍

たも将愈洩㍑驚網態諷た戦場まゐだ靭払紐浄戯窓農機感想亀遼硯鷲敷愚£、労農三ず

る。

塗饅鴫野勝広
」

く息）吸熱でのゼ討汐哲汲細管蚤蕊盤餞が認㌦恥還流将ダブ駈ぬず蚤こな物磯凝約番二外拷厳春二瀞

㍑治も各賞宥恕為た。幾繚自凝感電螢盈恕贋閤歯質遜隠恕芝恕習鷺静爵二鐙億を亀習應濫濁

だQ澄た鎗督㍑艶ぜン汐ぼ汲軸心を畿澄沙暦藤波和姦ノ浮説汐済汲細めの應磯海数放題蟄

餅紆ず遊芸教習霧磯を磯畿な亀の蚤£虹たQ

く慧き£温触遇蚤蕊厳粛鞄も鞄窓た拳ぼ習汐濃約なも餞を教鞭あ愚ざ恕聯漕物療達者這感隠ら

甑輿橡を浄甥驚閏をすた£うだ。網駈馬た£温卵濃度済隠内容職亀済蟄淘

漕どめ患うをこ豪渓登れ常態為義濾磯認ず遊芸教習夢…率磯暑芸飴艶常態返還＿j

蚤新た昏芸』た漂うだ。

一望絶望－
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目標の達成j整

（ヱ）爵の餞箪をつか鮎練習は燦々な鰭嶽を適しぞできたが轡妄ニニュ如属愈開く芝たで

その要領を漫解昏せること感雷できた。

（題）開塾取りの3ツを学ぶ藍b思う点では海インタビュ山海ニュ如鼠藍もそれぞれ轡有

の豪渓や】患のパタ如ンを聾靡登せるこ藍晋勃発督あをずる三女感雷管塾た。

（詔）輿鰐の蕊偲や教条毒二級鈍る£起ほ問凝翰常春蕊あ愚意囁座食倦を遜㍑習得う羊とが

ぞ塾た。澄た濠寮翰をこ隠アイj駁曽影野兇を務態もぞ河の磯舟をし常態らったり放熱

での外野鬼鴨のぜ訝夕哲温血など習掛野の鬼撥藍爵す磯螢をも懲這と惑雷管き

た。

（確）滞態鳥たこた蜃二謝し雷自分の考え協感想など督露語で遼硯で蓉愚蕊う最こする藍♭海う

冒襟は学窓じぞ態もたほどは速成管多数感海惚た。開塾耽りの鰭戯を三ウェイ峯感電澄盛儀

れたこた感雷その凝固の息岱と脅ぇら艶為。

改番ず㌔環重点

（＝本来の目標漆富「開く能力を辟ぼ骨Jを態毯ち髄質よ、教師感済密を凝餞じたり圃宅

賓償の指示をする三盆各こな萄生後呼Jむ管研究費蜘マ密造求す遜と旨忘う£うな遜成

感を豊与えられなか甥た。密漁約に生後に鵡ア海ダブ駈蜘プ等の形で発渡海静態の藤

療をさせた鉄骨後を孟生後白身感電そ戯必要性を感じる£うな緒塔内容を勢威㍍驚

も為かな愚才れぽならなぉも。

（望）爵の餞賓を兜凝ず遜練習でを蕊愛健翰な勝助の中背儲鬼選督螢盈でき為騰藤展開の

エ真感富必霧となる。

撥後の展望

（呈）「本物の英語をこ触艶為」盈態海う慮でぼ、盤餞もある程度鱗盈で挙るが海霧際の数

餞の英琴カとのギャップ督汲める£うな指導展鰐＆級樹聯開発督発露しぞも忘重た
i

むも。

（題）呼争議年数習語学輪番こも参篭学習じなを普甑轟雷ならな旨為段階な鞄習勺盗聴申さ㌫の感蛸

遼約な治療をどの螢蔑取りゑ鈍る冶海陳謝の必要感電凝るが海自発約な鰭勉を髄ず指

導を徹底じでぉも重た態海。
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Ⅴ テーマ学習実施後のアンケート

97年度中学3年生（49期）123名について3月2日に実施したアンケート結果を集計したもの

である。（下線は最多回答）

1。オリエンテーションと希望調査について

（＝ 4月のオリエンテーションで，実施される講座の内容は理解できましたか，

（選択するのに十分な情報は得られましたか）

①十分に理解できた （17．2％）

2 で た （45．9％）

③あまり理解できなかった （31．1％）

④ほとんど理解できなかった （5．7％）

（2）講座を選択するのに何を基準にしましたか。（複数回答）

と （83．6％）

②得意な分野だから （15．6％）

③不得意な分野だから （9．8％）

④担当教師 （13．9％）

⑤友人が選択するから （9．0％）

（3）講座を選択する際，誰の意見を参考にしましたか。（複数回答）

で めた （78．7％）

②教師に相談した （0．8％）

③親（兄弟も）に相談した （6．6％）

④友人に相談した （18．9％）

（4）講座を選択する際，迷いましたか。

①2つとも迷わず即決した （34．4％）

蜘適宜去 （弘1％）

③2つとも迷った （11，5％）

（5）選択の決定の方法に不満ほありますか。

①ある （23．0％）

＆皇妃 （77．0％）

Ql選択の決定について要望がありましたら，その点を番いて下さい。

・第一，第二希望を重視し，第四希望は採用しないでほしい（7）

・前後期を別々に希望調査してほしい（後期は前期のようすをみて決めか、）（3）
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・定員をつくらないでほしい（3）

・オリエンテーションでくわしい内容を説明してほしい（2）

・希望の少ない講座は開誇しないでほしい（2）

・科目数をふやしてほしい（2）

・選択方法を事前に公開してほしい

・いったん希望調査をしてほしい

2．授業時間（火曜の5。6硬時）の学習について

（6）授業時間では，自分の能力を発揮することができましたか。

①通常の授業以上 （20．5％）

2 と P （62．3％）

③通常の授業以下 （16．4％）

（7）授業時間では，教師から多く学ぶことができましたか。

馳盈盈込よ （45．9％）

②通常の授業と同程度 （42．6％）

⑨通常の授業以下 （11．5％）

（8）授業時間でば，友人から多く学ぶことができましたか。

①通常の授業以上 （40．2％）

2 と P （48．4％）

③通常の授業以下 （10．7％）

（9）授業時間でばどのような形態がとられましたか。（複数回答）

①教師の講義

②書物・文献の検討

⑨実験・観察・作業

④実演・演技

⑤フィールドワーク

≦＆地盤盤

（10）（9）①「教師の講義」についてタ

た

（51．6％）63名

（49．2％）60名

（25．4％）31名

（31．1％）38名

（42．6％）52名

（58．2％）71名

（63名について，複数回答）

（17．2％）

②「自主的に探究している」と感じた （6．6％）

地ぷ遥遠ヱ去 （17．2％）

④負担に感じた （11．5％）

（耶）（9）②「審物。文献の検討」について，（60名について，複数回答）

①積極的に参加した （26．2％）

②「自主的に探究している」と感じた（17．2％）
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⑨興味や関心がさらに高まった （且9．7％）

地変 （2冒．り％）

∈瑠望∋宅済き③「楽観◎観察◎鰭賽」をこ謂駈亀雷撃g遜瑠鶴蚤こつ転海雷撃複数鞠笛）

た

②「自主的に探究してももる」と感じた

③興味や関心がさらに高まった

（む負担に感じた

（確認∋芭済き④「寮済⑳親授」竜三頂転海雷ず

自 た

①「自主的に探究してむ、る」

（且9，7％）

（9。り％）

（且2．3％）

（3．3％）

く遜鶴磯亀二詔‰海常習複数観凝）

（2且．3％）

と感じた （15．6％）

⑨興味や関心がさらに高まった （旦＄．9％）

①幾担に感もこた （7、趨％）

宅瑠捲き蛋済う⑤「習ギ脚汐紛紺野脚タ」最≡瑚‰海雷撃宅5霊感蚤≡頂鮎海雷撃複数弼凝う

ふ豊 （望9．5％〉

②「自主的に探究しても、る」と感じた（23，8％）

⑨興味や関心濾首さらに高まった （22．旦％）

④負担に感じた （冒，媛％）

宅瑠済きく済き⑥「紛が細終や鰭晶翰瓢鰭」を≡懲鮎馬首昏宅謬瑠感蛋≡頂‰馬首汐複数滑落）

①磯藤約に参力訂した （33．6％）

①「自主的に探究じてももる」と感じた（33．＄％）

⑨興味や関心がさらに高まった （20．5％）

壕 田

蔓頂済∋授業済闇夜静電過払電恩鮎悔ま払た飽海。

①通常の授業以上に待ち遠しかった

2 と 田 豊

（35，望％）

（27．¢％）

（＄3．豆％）

⑨通常の授業よりも苦痛であった （9．路％）

済望 授霧釣轡蚤ぷ瀞蚤芸澗鮎海習賓望が轟を』ま鎚藍色汐漕の済敬啓転海常習澄鮎海。

砂寛践由寛験。フィールドワークをもっと多くやりたむ、（6）

払授業を計画的に手際よくク十分に準備してほしも、（3）
阜

巷ビデオばかりみたくな♭も（3）

や授業時数をもっと多宅してほしむ、（3）

ゆ講義が多かった（望）

車外河ÅをÅれてほしい（慧）
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砂討論盛富もっとした漆もった（望）

命語義を多めをこじでゝほ嘗㌦駁も

偽授業治憲最もも

倒発表立体の授業濾富£払海

遜矧授業鴫済密教の学済蚤£懲転亀懲

夏山豊欝凄授業曙関鍋習鶴橋健約霞芸敬各虜繊み窓払敦盛怒。

①通常の授業腿上 （35．望％）

盈威厳徽鼠盈應 （5認や詔％）

⑨通常の授業腿下 （臨．望％）

宅領爵き授業喝済済熱雷藍蕊誰挺学習駁㌔蕊鮎たか。

企及忽二鬼

（む教師と発妄ニ

③友Åと衆を三

宅瑠済き授業済済湧親密彩管農波野

（53一議％）

く確．汲％）

∈磯3む凌％）

腰、翰威儀な窄済蚤‰ま払た激怒。を複数済笛き

穏）譲義の復習

①読番や文教の検討

③飽綴に寛厳阪観察駄作菜

①畿鉛をこ寛演争濠爵撹

（参観綴をこブイ如榊プ♭ドワ山タ

駁ポ如恥や

（箆舟2％）

∈39．詔％）

（3¢3％）

（漫3．且％）

く絡．望％）

（趨5．息％）

済済 授業噂済絡の学習蚤芸頂転戦驚凝望が姦昏讃蕊‰た毎野漕翰済夜番転複懲聯爵転犠。

砂♭ポ山トの餞担を減ら㍑て患慧㍑転も（超）

啓レポ仙駈姦三億える文教感首藤な態も

磯懲済敦盛霧留遜驚喪監這詔‰海驚

宅望翰き済既成霧翰発条蛋濃度勺約遮惑蚤芸払伊野琢普密語頭花窓駈たぬ怒。藍複数流露き

①それぞ軒むの授業ごとをニ （39。3％）磯8名

馳盈鼠工汝避二息工数還（冒且．3％）糸貫鶴

g望頂き宅望鯵き習①監≡○蚤頂監修た鼠宅磯偽名き

①成果はあり撃餞担は感じなカ為った

脇墓彪奴 轟か

③成果看豊な宅祭儀組も感じな盛返った

藍波野漕済成果挺済挺亀二詔駄馬驚腰’憑恩転海蕊懲鰊。

（隠済％）

（望3。紛％）

（望．5％）
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④成果はなく，負担だけが大きかった

（22）（20）で（参に○をつけた人（67名）ば，

（丑成果はあり，負担は感じなかった

馳」負虚血太豊艶之た

③成果はなく，負担も感じなかった

④成果はなく，負担だけが大きかった

（7．4％）

その成果と負担についてどう思いますか。

（23．8％）

（37．7％）

（3．3％）

（4．9％）

5一 機期の講座全般について

く23）テーマに対して，主体的に探究することができましたか。

馳遮盈払よ （53．3％）

（勤通常の授業と同程度 （39．3％）

③通常の授業以下 （7．4％）

（24）受講前に比べて，テーマに対する興味や関′むは高まりましたか。

1 よ
せ

った

②受講前と同程度

（勤受講前より低下した

（25）学習面の成果と亀担について，

（70．5％）

（23．0％）

（6．6％）

どう思いますか。

①成果はあり，負担は感じなかっ・た （37．7％）

馳（48．4％）

③成果はなく，負担も感じなかった （6．6％）

④成果はなく，負担だけが大きかった （6．6％）

Q4 後期の講座全般について要望がありましたら，その点を番いて下さい。

・前期と後期に同じ科目を設定してほしい（3）

・受講者数をふやしてほしい（2）

・より専門的な内容を望む（2）

・もっとテーマをはっきりさせてほしい（2）

・もっとやさしい内容がよい

・オリエンテーションの説明と内容が異なっていた

・発表ぼかりでおもしろくなかった

・全体的にだらけていた

・もう少し時間をふやしてほしい
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6．後期の講座の取り組みについて

（26）前期の講座と比敬して，学習する姿勢ば変わりましたか。

①前期より積極的

2とロ

③前期より消極的

ほア）（26〉で①に○をつけた人（40名）は，

（32．S％）40名

（44．3％）54名

（20．5％）25名

その理由は何ですか。

〈丑鑑鼠胤退避あ亙叡ら（25．4％）

②前期の講座を通じて，テーマ学習の成果が期待できるようになったから（7．4％）

③前期の講座を通じて学習面の負担が小さいと感じたから （0％）

ほ8）ほ＄）で③に○をつけた人ほ5名＝孟タ その理由妄孟何ですれ

馳盈藍よ且盈逸生温ふ畠ミ盈吐丞王立 （13．9％）

②前期の講座を通じて，テーマ学習の成果が期待できなくなったから （7．4％）

（彰前期の講座を通じて学習面の負担が大きいと感じたから （0．8％）

7．テーマ学習と将来の進路との閑適について

（29）受講後に将来そのテーマに関係ある方面に温みたいと思うようになりましたか。

①さらに興味が深まり高校や大学でその分野の勉強をしてみたいと思った（9．8％）

包ど址 （82．0％）

③自分には向いていないことがわかり興味がをくなった （4．1％）

（3¢）高硬でもこのような形の授薬があった方がよいですか。

①はい （83．6％）

②いいえ （11．5％）

Q5 （50）で①に○をつけた人く巧02名），その内容を審いて下巻い。

・同じような形式（6）

・自分たちで進め，役に立つ授業（2）

・製作，採集，実験

・土曜日4時間続きでやりたい

・自分で選択する授業
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アンケ榊細のまとめと脅畿の課題

アンケートにより，テーマ学習受講者の授業に対する意識をさぐってみた。そ・の主たる特徴，

傾向を以下に列挙してみる。

なお，同じ内容のアンケートを1993年度（45期生）を対象に実施している。93年度はテーマ学

習の初年度である。その時の結果と比敬し，相違があれぼ併記する（※）。

1。オリエンテーションと希望調査について

。オリエンテーションによる説明では，時間が少ないこともあって必ずしも十分に授業内容が

理解されていない。

・希望調査の方法は概ね理解を得ており，選択決定の方法は支持されても、る。

・生徒自身の興味と関心に基づいた講座選択をしている。

・自由意見として，上位の希望誇座に入りたいとの要望があった。

2．授業時間の学習について

。授業時間内でほ通常の授業と同程度かそれ以上に学ぶことができている。

。授業形態についてほ語義，実験，観察，薬液，フィ叫ルドワークなどタ
通常の授業でとられ

をい形態に積極的に取り組んでいる。

。一方，審物，文献の検討やレポートや作品の製作などには負担を感じている。

・受講した諮座によっては授業時数の少なさを指摘する者もあった。

※4年前に比べて，書物，文献の検討に対する興味や関心の度合いが低下している。

推測だが，最近の生徒の文字離れと関係しているように思われる。

3。授業時間外の学習について

。授業時間外でも割合と穫痩的に取り組んでおり，書物や文献の検討，レポートや作品の製作

に時間を費やしている。しかし，一方でレポートに負担を感じている潜もいる。

4。研究成果の発表について

・研究の発表については，成果を感じている一方で，負担も大きかったとしている者が最も多

い。ただし，負担感については個人差がある。

5．後期の講座全般について

・テーマ学習に関して，意欲的に取り組み，学習後もぞの成果に概ね満足している。

・自由意見として，前後期同じ科目が設定されることを望んでいる。

6．後期の講座の取り組みについて

。前期より希望媚位が高いか低いかによって，学習する姿勢や成果のとらえ方に差が出ている。

7。テーマ学習と将来の進路との関係について

。テーマ学習の受講が即進路と直結はしていない。この点については将来的に追跡調査をしを
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いと把握は簸しい。

・高枕でもこのような形式の授業を望む生徒が多い。

93年皮から，生徒の意識に大きな変イヒはなく，むしろ，テーマ学習の内容や仕組みに対する認

識が深まっている。生徒はその内容にほぼ満足しているといえよう。

闇 成果と今後の設題

この2年間の個々の講座の成果と課題については，Ⅲ・Ⅳ章で各担当者が分析している。また

生徒の例の意向はⅤ章でアンケート分析の形で示されている。ここでは，それらを通しての「テ

ーマ学習」の現段階での成果と課題について，簡単なまとめを試みる。をお学校全体として，こ

のことについて十分議論する時間はまだとれていないので，一個人の感想であることをお断りし

ておく。

「テーマ学習」の二つの目的に沿って1996～97年虔の実践を考察してみると，次のようになろ

うか。

（丑「既存の教科では必ずしも包摂できない分野や内容をも含めた諸領域での学習活動」

通常の授業ではできなかったテーマを各担当者とも提示しており，教員の例の専門や関心を前

面に出したテーマが設定されてきた。教える例の熱意が教育の基本であるとするならば，その効

果は大きいものといえる。大学でのゼミ教育的な側面を有した講座もあったといえる。しかし，

当初一つの考え方としてあった学際的アプローチには至っていない。それを克服する試みが98年

皮からの隔週土曜日4時間連続授業であろう。ただし，テーマや教科の特性によっては97年度ま

での毎週火曜日2時間連続授業のほうが適しているものもある。隔週土曜では間隔があきすぎて，

鍵鏡性や連続性が薄れるからである。テーマによってどちらの形態もとれる弾力的な運用ができ

ればよいが，時間割などの物理的な問題が存在するため，どちらかになっているのが現状である。

②「自らが選択したテーマを少人数で主体的に探求する学習活動」

だいたいにおいて十数人から20人種皮の講座であり，40入学級ではできないことに取り組めた

ことは評価できるだろう。少人数なるがゆえに，生徒が発言する機会も多く，また作業や調査な

どもやりやすかったし，教員の目も行き届きやすかった。ただし，主体的に取り組めたかどうか

では，自分で選択したとはいえ，教員の側から設定されたテーマの意図を十分に理解しえないケ

ースも少数ながらあった。より生徒の主体的探求を求めるならば，個々の生徒の問題関心からの
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テーマ設定を，教員が補助・サポートする形になろうか。しかし，そうした形との比較・検討は

今後の検討課題である。

5年間のテーマ学習の実践を経て，1998年度（本年度）からは隔週土曜日4時間連続授業とな

り，複数の教員でチームを組む講座も始まった。外部からの講師を呼びやすくするための予算措

置も，限られたものではあるが，実施された。ただ中高一貫という本校の方針のなかで，高校と

の連関をどうとっていくか，「鎗合的な学習」とはどうからんでいくのか，日常の教科学習との

関連，行事や学活とのつながりなど残された検討課題も多い。

新方式については，11月の本校教育研究会で一部をご覧いただき，外部の方のご批判をあおい

だ上で，来年度以降に報告できるであろう。最初から予期していたわけではないが，2002年から

始まることになった「給食的な学習」に対し，本校として取り組む貴重なデータや蓄積が藤のテ

ーマ学習にはある。

（文貴 官略 章）
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